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■市民１人当たりに使われるお金
民生費　145,256 円
総務費　48,304 円
公債費　40,829 円
土木費　38,044 円
教育費　35,590 円
衛生費　23,336 円
消防費　14,034 円
農林水産業費　5,977 円
商工費　3,242 円
その他　4,590 円

本
庄
市

施
政
方
針

予算総額　515 億 7,470 万円
（前年度と比べ、７億 3,925 万円の減少）

▼ 一般会計　283 億 7,300 万円

▼ 特別会計　173 億 9,406 万円

▼ 企業会計　   58 億    764 万円予算

　
本
年
は
、
平
成
20
年
度
に
策

定
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
指
針

で
あ
る
「
本
庄
市
総
合
振
興
計

画
」
の
最
終
年
度
に
あ
た
り
ま

す
。
次
期
計
画
の
策
定
を
見
据

え
つ
つ
、「
世
の
た
め
、
後
の

た
め
」
の
理
念
の
も
と
、
次
の

時
代
に
「
つ
な
ぐ
」
べ
く
、
市

政
の
さ
ら
な
る
発
展
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆

さ
ま
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

行
政
経
営
に
関
す
る

基
本
的
な
考
え
方

　
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少

の
進
行
、
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
す
自
然
災
害
な
ど
、
わ
が
国

の
社
会
は
困
難
な
課
題
に
直

面
し
て
お
り
、
特
に
、
急
速
に

進
む
人
口
減
少
問
題
の
克
服

は
、
最
大
か
つ
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
と

人
と
の
関
係
が
希
薄
な
超
高

齢
化
社
会
の
中
で
、
家
族
や
地

域
に
お
け
る
互
い
の
支
え
合

い
、つ
ま
り
、人
間
同
士
を
「
つ

な
ぐ
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
モ
ノ
と
モ
ノ
を

「
つ
な
ぐ
」、
さ
ら
に
は
、
コ
ト

と
コ
ト
を
「
つ
な
ぐ
」、
人
・

モ
ノ
・
コ
ト
を
つ
な
ぐ
時
代
で

す
。
本
年
は
こ
の
「
つ
な
ぐ
」

を
理
念
と
し
、
行
政
経
営
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
平
成
29
年

度
も
引
き
続
き
本
市
の
地
方

創
生
を
力
強
く
進
め
、「
人
も

地
域
も
元
気
で
健
康
な
都
市
　

本
庄
」
を
目
標
に
、「
人
を
呼

び
込
む
健
全
な
ま
ち
づ
く
り
」

の
実
現
を
目
指
し
、「
人
口
減

少
へ
の
対
応
」、「
地
域
経
済
の

活
性
化
」、「
地
域
の
特
性
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
を
重
点

的
・
優
先
的
な
施
策
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

■市民１人当たりが負担する市税
固定資産税　61,539 円
市民税　　　57,598 円
都市計画税　  8,419 円
市たばこ税　  7,574 円
軽自動車税　 2,547 円

１人当たり
137,677 円

区分 予算額 増減率
一般会計 283 億 7,300 万円 △ 4.5％

特
別
会
計

国民健康保険
特別会計 103 億 2,380 万円 4.7％

住宅資金貸付
事業特別会計 349 万円 △ 19.9％

農業集落排水
事業特別会計 5 億 5,587 万円 △ 17.1％

介護保険
特別会計 57 億 3,004 万円 4.0％

後期高齢者
医療特別会計 7 億 8,086 万円 1.9％

企業
会計

水道事業
会計 25 億 8,992 万円 △ 2.5％

下水道事業
会計 32 億 1,772 万円 6.6％

合計 515 億 7,470 万円 △ 1.4％
※水道事業会計、下水道事業会計は、収益的支出及び
資本的支出で集計
収益的支出：施設の維持管理にかかる経費の支出
資本的支出：施設をつくるための経費の支出

平成 29 年度

総務費
38 億 1,547 万円

（13.4％）

公債費
32 億 2,503 万円

（11.4％）

土木費
30 億 507 万円

（10.6％）

教育費
28 億 1,124 万円

（9.9％）

衛生費
18 億 4,325 万円

（6.5％）

消防費
11 億 853 万円

（3.9％）

農林水産業費
4 億 7,209 万円（1.7％）

商工費
2 億 5,610 万円（0.9％）

その他
3 億 6,259 万円（1.3％）

歳出 民生費
114 億 7,363 万円

（40.4％）

平成 29 年度の各会計予算が、市議会第１回定例会で
可決されました。新年度予算の概要をお知らせします。

１人当たり
359,202 円

 ▼ 一般会計予算の構成

平
成
29
年
度

国庫支出金
42 億 2,027 万円

（14.9％）

地方交付税
38 億 5,000 万円

（13.6％）

市債
27 億 1,140 万円

（9.6％）

県支出金
19 億 6,004 万円（6.9％）

地方消費税交付金
12 億 7,900 万円（4.5％）

繰入金
9 億 5,660 万円（3.4％）

繰越金
8 億 4,000 万円（3.0％）

諸収入
4 億 5,171 万円（1.6％）

分担金及び負担金
4 億 4,247 万円（1.6％）

地方譲与税
2 億 5,800 万円（0.9％）
使用料及び手数料
2 億 3,826 万円（0.8％）

財産収入
6,957 万円（0.2％）

その他
2 億 2,070 万円

（0.7％）

歳入
市税
108 億 7,498 万円

（38.3％）283 億
7,300 万円

283 億
7,300 万円

 ▼ 市民１人当たりに換算すると ▼ 会計別予算

予
算
編
成
の

基
本
的
な
考
え
方

　
わ
が
国
の
経
済
は
、
政
府
に

よ
る
経
済
対
策
や
政
策
の
推

進
等
に
よ
り
、
雇
用
・
所
得
環

境
が
引
き
続
き
改
善
し
、
民
需

を
中
心
と
し
た
景
気
回
復
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
財
政
状
況
で
す
が
、

歳
入
の
根
幹
を
な
す
市
税
に

お
い
て
は
、
法
人
市
民
税
の
伸

び
は
見
込
め
る
も
の
の
、
個
人

市
民
税
は
、
伸
び
悩
み
の
状
況

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
将
来
人

口
が
減
少
傾
向
に
あ
る
中
で
、

社
会
保
障
経
費
の
増
加
や
公

共
施
設
の
維
持
・
更
新
に
対
応

す
る
な
ど
、
将
来
に
わ
た
り
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
、
平
成
29
年
度
の
予
算
編
成

は
、
既
存
事
業
の
見
直
し
や
新

た
な
発
想
に
よ
る
事
業
の
創

出
を
行
う
こ
と
で
、
安
定
し

た
雇
用
の
創
出
、
交
流
・
定
住

人
口
の
増
加
、
若
い
世
代
の
結

婚
・
出
産
・
子
育
て
の
支
援
、

地
域
連
携
の
促
進
な
ど
を
積

極
的
に
進
め
、
本
市
の
将
来
像

「
あ
な
た
が
活
か
す
、
み
ん
な

で
育
む
、
安
全
と
安
心
の
ま
ち
　

本
庄
～
世
の
た
め
、
後
の
た
め

～
」
の
実
現
を
目
指
す
も
の
と

し
ま
し
た
。
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ハ
ー
ド
事
業

　
ソ
フ
ト
事
業

■実施概要…アンケートを実施し、学校生活における
満足度や意欲、学級集団の状態を把握する。また、そ
の診断をもとに各児童や生徒、学級に適切な働きかけ
を実施
■事業費…平成 29 年度予算：352 万円
■実施対象…小学校 4・5・6 年生と、中学校全学年

■実施概要…定住人口の増加を図るため、市内に初めて
住宅を取得した人に応援金を交付
■対象要件・交付金額

・中古住宅も補助の対象
・住宅取得日に 40 歳以下の人で、平成 24 年１月２日以
降に市内に転入した人が対象

・交付基本額は 20 万円（加算項目により、最高 38 万円）

■実施概要
①健診センターの併設
②がん検診等の個人負担を無償化
③女性専用の検診日や女性専用のがん検診待合室の設置
■工事期間…平成 26 年度～ 29 年度（平成 29 年度は外構工事のみ）　　　　　　　
■総事業費…約 14 億 8,600 万円（平成 29 年度予算：1,300 万円）

■実施概要…学校トイレのイメージを一新するための全面改修を実施
＜主な改修内容＞①便器の洋式化　②床のドライ化（抗菌シート床）
③照明器具のＬＥＤ化　④手洗い・小便器の自動水洗化　⑤給排水管の更新
⑥バリアフリー化（手すりや多機能トイレの設置）
■事業期間…平成 29 年度～ 33 年度（5 か年計画）
■事業費…平成 29 年度予算：2 億 6,927 万円　（設計委託含む）
■実施校…小学校 12 校（本泉小を除く）中学校 2 校（児玉中・東中を除く）
■平成 29 年度実施校　設計：4 校（東小・中央小・南小・西中）　工事：2 校（児玉小・南中）

■実施概要
本庄駅自由通路の耐震補強と併せて、インフォメー
ションセンターを移設するなど、人が行き交う、明
るく快適な空間にリニューアル
■事業期間…平成 27 年度～
■事業費…平成 29 年度予算：4 億 8,166 万 7 千円
　

施策
➊

施策
➋

施策
➌

市民の健康増進を後押し　健康づくりの推進拠点施設が完成
～新保健センター　６月 26 日にオープン～

学校トイレのイメージを一新　明るくきれいに
～小中学校トイレ環境整備～

市民の安全・安心のための駅自由通路のリニューアルと耐震補強を実施
～本庄駅自由通路改修～

施策
➊

よりよい学校生活とあたたかな人間関係づくりを進めるために
～小中学校「学校生活アンケート」（学級集団アセスメント）～

施策
➋

働くお父さんお母さんを安心サポート！
～病児対応型保育～

施策
➌

U
アンダーフォーティー

- ４０の住宅取得をサポート
～本庄市住まいる応援金～

Three priority   measures平成 29 年度　３つの重点施策

完成イメージ図

ハ ー ド 事 業・ ソ フ ト 事 業

トイレ改修イメージ（本庄東中新校舎トイレ）

平成 29 年３月 10 日現在の本庄駅自由通路（改修前）

■実施概要…病気のお子さんに対応する保育の拡充
■事業費…平成 29 年度予算：493 万５千円
■対象児童

・生後６か月から小学校６年生までの児童
・医療機関による入院治療の必要はないが、安静を要する
ため集団保育が困難な児童、保護者が仕事等の事情によ
り家庭で保育できない児童
※制度の詳細は 30 ページをご参照ください。

※制度の詳細は 13 ページをご参照ください。

◇本庄駅広場維持管理事業（南口広場街灯ＬＥＤ改修工事等）…2,165 万 7 千円　◇児玉駅周辺整備（市道整備に係る

設計や用地購入等のほか、競進社模範蚕室の外構工事等を行う）…1億 8,158 万 5 千円　◇本庄早稲田の杜整備事業（新

田原通り線整備等）…1 億 270 万 7 千円　◇公園・緑地維持管理事業（公園・緑地の維持補修を進め、快適な利用環境

の確保に努めるとともに、公園施設長寿命化計画を策定する）…1億 6,290 万円　◇障害福祉センター管理運営事業（障

害福祉センターの改修・移転を実施する）…1億 5,863 万 1 千円

◇成人保健事業（各種がん検診を実施するとともに、検診率の向上を図るため、がん検診等の個人負担金を無償化する）

…8,724万 1千円　◆障害者計画策定事業…907万円　◆地域福祉計画策定事業…429万 9千円　◇観光対策事務費（「観

光振興計画」を策定する。また、DMO 上武絹の道運営協議会と連携し、絹産業に関連する観光を推進する）…963 万 8

千円　◆市勢要覧作成事業…540 万円　◇企画振興事務費（埼玉県北部地域地方創生推進協議会を通じた地域の活性化、

また、本庄市 PR 動画を募集するなど、シティプロモーションを推進する）…461 万 1 千円　

主要事業 主要事業◆…平成 29 年度新規事業　◇…一部新規事業 ◆…平成 29 年度新規事業　◇…一部新規事業



神
楽
と
は
？

　

神
楽
は
自
然
へ
の
感
謝
を
表

現
し
、
神
様
へ
と
奉
納
さ
れ
る

芸
能
で
す
。
そ
の
始
ま
り
は
、

『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
記
』

に
記
さ
れ
る
神
話
に
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

昔
、
天あ

ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

照
大
神
が
、
弟
・

素す
さ
の
お
の
み
こ
と

盞
鳴
尊
の
乱
暴
な
振
る
舞
い

に
怒
り
、
天
の
岩
戸
に
隠
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
世
の
中
は

真
っ
暗
闇
に
な
り
、
恐
ろ
し
い

こ
と
や
悲
し
い
こ
と
が
次
々
に

起
こ
り
ま
し
た
。
困
っ
た
神
々

が
集
ま
っ
て
相
談
し
、
岩
戸
の

前
で
天

あ
め
の
う
ず
め
の
み
こ
と

鈿
女
命
が
舞
を
舞
っ

て
、
天
照
大
神
を
誘
い
出
し
ま

し
た
。
そ
の
舞
が
、
神
楽
の
始

ま
り
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
歴
史
あ
る
神

楽
は
、
人
か
ら
人
へ
と
現
代
ま

で
つ
な
が
れ
て
い
ま
す
。

本
庄
市
の
神
楽

　

市
内
に
は
、
金
鑽
神
楽
杉
田

組
・
宮
﨑
組
・
本
庄
組
・
根
岸

組
・
太
駄
組
が
あ
り
、
市
の
無

形
民
俗
文
化
財
と
し
て
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
ど
の
組
も
神
川

町
二
宮
の
金
鑽
神
社
を
核
と
し

て
形
成
さ
れ
た
神
楽
組
で
、
杉

田
組
・
宮
﨑
組
・
本
庄
組
が
明

治
15
年
に
、
根
岸
組
が
明
治
18

年
に
、
太
駄
組
が
明
治
26
年
に

組
織
さ
れ
、
金
鑽
神
社
周
辺
に

計
13
組
が
金
鑽
神
楽
と
し
て
組

織
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

金
鑽
神
楽

　

金
鑽
神
楽
は
、
宝
暦
年
間

（1
7
5
1

～1
7
6
4

年
）
に
金
鑽

神
社
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
神
楽

と
、
大
宮
住
吉
神
社
（
坂
戸
市
）

に
伝
わ
る
神
楽
を
融
合
し
、
改

良
を
加
え
て
演
目
を
定
め
、
よ

り
優
雅
に
壮
厳
に
し
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

統
一
演
目
が
25
座
（
下
表
参

照
）
定
め
ら
れ
て
お
り
、
基
本

的
に
は
こ
の
25
種
類
の
舞
が
伝

承
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

で
は
す
べ
て
を
伝
承
す
る
組
は

な
く
、
こ
の
う
ち
か
ら
い
く
つ

か
を
選
ん
で
舞
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
統
一
演
目
以
外
の

独
自
の
舞
が
あ
る
組
も
あ
り
ま

す
。

金鑽神楽 統一演目
番号 座　名（通称） 番号 座　名（通称）

１ 岩
いわとびらき

戸開（岩戸） 13 御
みほのさき

穂崎（鯛つり）

２ 氷
ひ の か わ

の川（大蛇退治） 14 諏
すわのうみ

訪海

３ 向
むかいび

火 15 伊
い ふ や ざ か

賦夜坂（替面）

４ 禊
みそぎ

（翁） 16 御
みさちかえ

幸易

５ 相
あいおい

生 17 満
まんかんじゅ

乾珠（玉取）

６ 御
おんうけい

誓盟（誓約） 18 久
く す し

寿師（医者）

７ 御
ごこうりん

降臨（天狗） 19 無
となしむろ

戸室（産舎）

８ 鍛
か じ

冶 20 五
ごぎょう

行

９ 御
み あ ら か

殿舎 21 竈
かまど

10 種
たねまき

蒔（天狐） 22 御
み い

井（井戸掘り）

11 養
ようさん

蚕 23 男
おとこやま

山

12 天
あめのながた

長田（豊作）
24 湯

くがたち

探（湯行事）

25 三
さんかんせいばつ

韓征伐 神 楽 KA
GU

RA

「
神

楽
っ
て
な
に
？
」「
本
庄
で
も
や
っ
て
い
る
の
？
」「
聞

い
た
こ
と
は
あ
る
け
ど
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
。
そ
う

思
っ
た
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
、
今
月
の
特
集
を
読
ん
で

く
だ
さ
い
。

　

１
０
０
年
以
上
前
か
ら
続
く
伝
統
芸
能
「
神
楽
」
。
時
代
の
流
れ

に
よ
り
、
生
活
か
ら
遠
ざ
か
り
始
め
、
そ
の
存
在
す
ら
知
ら
な
い
人

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
伝
統
を
知
ら
な
い
ま
ま
で

良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
神
楽
に
込
め
ら
れ
た
想
い
や
歴
史
、
神
楽
の

こ
と
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
そ
の
伝
統
に
胸
を
打
た
れ
る
は
ず
―
。

　

今
月
の
特
集
は
、
そ
の
神
楽
の
魅
力
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
市
内

で
そ
の
伝
統
を
伝
承
し
続
け
よ
う
と
す
る
団
体
を
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。
神
楽
を
知
っ
て
い
る
人
も
知
ら
な
い
人
も
、
ま
ず
読
ん
で
、
ぜ

ひ
、
そ
の
魅
力
に
触
れ
て
く
だ
さ
い
。

伝　統
×

伝　承

KAGURA'S

History

◎�「禊」･･･舞台を祓
はら

い清めることを目的

とした舞。初座として初めに演じられる

ことが多い。翁の別称を持つことも多く、

能の翁を採り入れ、能の神事性をそのま

ま引継ぐ。多くの場合は、太刀や幣を持っ

て翁面をつけての一人舞となる。

◎�「相生」･･･夫婦仲良く連れ添って長生

きするという意味を持ち、夫婦の契りを

かわす舞。オノロコ島（後の日本）にイ

ザナギとイザナミが降り、夫婦の契りを

なし、八十島、八十万の神を生んだとす

る神話を題材にしている。

◎�「岩戸開」･･･神楽の起源とされる物語

の舞。欠くことのできない座として位置

づけられる地域が多く、多くの神々が登

場し、劇仕立ての演出が多い。

◎�「種蒔」･･･稲作の豊穣祈願の座であり、

道化が活躍し餅撒きが行われることから

人気が高く、終曲の座とされることが多

い。

Commentary
一
般
的
に
こ
の
順
序
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い

Photo：金鑽神楽本庄組（相生）

金鑽神社（神川町二宮）

--- 禊 ---

--- 岩戸開 ---

--- 種蒔 ---

神楽解説：金鑽神楽の統一演目のうち、一般的に演じられることの多い４座を解説します
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担
い
手
不
足 

伝
承
の
危
機

　

神
楽
に
と
っ
て
も
少
子
高
齢

化
・
人
口
減
少
は
大
き
な
問
題

で
す
。
絶
対
数
が
少
な
く
、
担

い
手
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な

い
。
昔
は
、
本
泉
小
学
校
に
神

楽
を
教
え
て
い
ま
し
た
が
、
小

学
校
が
休
校
し
て
か
ら
は
行
っ

て
お
ら
ず
、
ま
た
、
教
え
た
子

ど
も
た
ち
も
、
み
ん
な
地
域
を

出
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
と
言
い

ま
す
。

　

年
に
８
回
多
い
と
き
は
行
っ

て
い
た
と
い
う
奉
納
も
、
現
在

は
、
４
月
の
岩
上
神
社
と
２
月

の
稲
荷
神
社
へ
の
奉
納
の
み
。

時
代
の
流
れ
と
担
い
手
不
足
に

よ
り
、
１
０
０
年
以
上
続
く
伝

統
は
危
機
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

櫻
井
さ
ん
は
「
チ
ラ
シ
な
ど

を
回
覧
し
て
勧
誘
は
し
て
い
る

が
、
な
か
な
か
…
。
今
で
き
る

こ
と
を
や
っ
て
い
く
し
か
な

い
」
と
言
い
ま
す
。

　

最
年
少
66
歳
、
最
年
長
89
歳

山
下
部
タ
ケ
さ
ん
。
平
均
年
齢

73
歳
の
全
員
で
10
人
の
保
存
会
。

担
い
手
不
足
に
頭
を
抱
え
て
い

る
こ
と
に
間
違
い
は
あ
り
ま
せ

ん
。
次
の
担
い
手
は
見
つ
か
り

そ
う
で
す
か
と
い
う
質
問
に
、

み
な
さ
ん
口
を
そ
ろ
え
て
「
い

な
い
ね
」
と
言
い
ま
す
。

　

人
数
が
ギ
リ
ギ
リ
で
１
人
で

何
役
も
演
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
、
「
見
て
い
る
人
を
待

た
せ
な
い
た
め
、
早
く
着
替
え

る
の
が
大
変
」
と
、
袴

は
か
ま

の
片
足

部
分
に
両
足
を
入
れ
た
ま
ま
舞

台
に
出
て
し
ま
っ
た
と
い
う
笑

い
話
も
。

未
来
へ
つ
な
ぐ
た
め
に

　

せ
っ
か
く
こ
こ
ま
で
つ
な
い

で
き
た
も
の
を
未
来
に
残
し
て

い
き
た
い
と
い
う
思
い
は
、
保

存
会
の
み
な
さ
ん
が
思
っ
て
い

る
こ
と
。

　

「
せ
っ
か
く
こ
こ
ま
で
つ
な

い
で
き
た
伝
統
。
途
絶
え
て
し

ま
う
の
は
も
っ
た
い
な
い
。
み

ん
な
難
し
く
考
え
す
ぎ
て
い

る
。
み
ん
な
最
初
は
素
人
な
ん

だ
か
ら
」
「
ま
ず
は
見
に
来
て

も
ら
っ
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら

い
た
い
。
見
に
来
て
も
ら
わ
な

い
こ
と
に
は
始
ま
ら
な
い
。
と

り
あ
え
ず
見
に
来
て
、
神
楽
を

知
っ
て
ほ
し
い
」
と
櫻
井
さ
ん

は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

KAGURA 神楽 伝統×伝承

今
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
つ
な
ぐ
―

伝
統
を
継
承
し
て
い
く
た
め
に
。

金
鑽
神
楽
太
駄
組

３月 11 日に行われた練習風景。
この日に行われたのは「岩戸開」。
神楽の起源となった神話を演じる
舞であり、その座は神楽の中でも
重要とされている。囃子に合わせ
て、それぞれが与えられた神様の
役を演じる。岩戸に隠れてしまっ
た天照大神を神様たちが相談し、
岩戸から誘い出す。

1 櫻井さんの大太鼓が鳴り出す
と練習が始まる 2 神々が相談を
しているシーン 3 天照大神を誘
い出す 4 練習に入ると空気が変
わる 5 手力王という神様のお面
と衣装 6 昭和 63 年に埼玉県か
ら文化ともしび賞を受賞

Oda-KAGURA

減
り
続
け
る
担
い
手
。

伝
承
す
る
た
め
に
、

ま
ず
は
神
楽
を
見
て
ほ
し
い
。

３月 23 日の練習に参加した金鑽神楽太駄組保存会のみなさん

down
太駄地区の減少する人口

「
そ
れ
じ
ゃ
は
じ
め
る
よ
」

と
い
う
掛
け
声
と
と
も

に
、
「
ド
ン
ド
ン
カ
ッ
、
ピ
ー

ピ
ー
」と
囃は

や

し子
の
演
奏
が
鳴
り
、

そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
神
様
の
役

を
演
じ
る
人
た
ち
が
舞
を
踊
り

だ
し
ま
す
。　

明
治
か
ら
つ
な
が
る
伝
統

　

児
玉
町
太
駄
地
区
で
明
治
26

年
か
ら
伝
え
続
け
ら
れ
る
金
鑽

神
楽
太
駄
組
。
４
月
16
日
に
行

わ
れ
る
岩
上
神
社
祭
礼
で
の
奉

納
に
向
け
、
練
習
に
も
熱
が
入

り
ま
す
。
１
年
を
通
し
て
月
２

回
程
度
行
わ
れ
て
い
る
練
習

も
、
本
番
が
近
づ
く
と
毎
週
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

「
神
様
に
奉
納
す
る
も
の
だ

か
ら
人
出
は
関
係
な
い
。
だ
け

ど
、
せ
っ
か
く
練
習
し
て
い
る

か
ら
、
本
当
は
た
く
さ
ん
の
人

に
見
て
も
ら
い
た
い
」
と
金
鑽

神
楽
太
駄
組
保
存
会
会
長
の
櫻

井
富
美
雄
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　

家
の
近
所
で
練
習
が
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

30
年
以
上
前
か
ら
神
楽
を
は
じ

め
た
櫻
井
さ
ん
。
今
で
は
会
長

と
し
て
、
囃
子
や
舞
を
行
い
つ

つ
、
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

神
楽
で
つ
な
が
る
地
域

　

「
練
習
は
情
報
交
換
の
場
に

も
な
っ
て
い
る
。
あ
の
人
が
ど

う
し
た
、
こ
の
時
期
に
は
畑
に

な
に
を
撒
く
と
か
、
い
ろ
い
ろ

な
話
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
地
域
の
こ
と
を
知
れ
る
し
、

み
ん
な
と
話
す
こ
と
が
生
き
が

い
に
な
っ
て
い
る
」
と
櫻
井
さ

ん
。
練
習
が
終
わ
る
と
、
さ
っ

き
ま
で
の
真
剣
な
表
情
と
は

打
っ
て
変
わ
り
、
机
を
囲
ん
で

の
お
茶
会
が
始
ま
り
ま
す
。
世

間
話
か
ら
、
み
な
さ
ん
の
笑
顔

が
弾
け
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
薄
れ

ゆ
く
現
代
の
中
で
、
神
楽
を
通

じ
て
、
そ
の
伝
統
を
つ
な
ぐ
と

い
う
行
為
が
、
人
と
人
、
そ
し

て
地
域
を
つ
な
ぐ
き
っ
か
け
と

な
っ
て
い
る
の
で
す
。

減
少
す
る
地
域
の
子
ど
も

　

「
猫
の
手
も
借
り
た
い
け
ど
、

猫
じ
ゃ
あ
し
ょ
う
が
な
い
し

な
」と
笑
い
な
が
ら
話
す
の
は
、

今
年
で
80
歳
の
中
里
八
郎
さ

ん
。
「
こ
の
地
域
に
は
、
子
ど

も
が
い
な
い
。
み
ん
な
せ
が
れ

は
、
仕
事
の
関
係
で
こ
の
地
区

を
出
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
よ
。

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
話
も
な
か

な
か
聞
か
な
い
ね
」
。

　

太
駄
地
区
は
、
本
庄
市
の
中

で
も
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少

が
顕
著
な
地
域
で
、
そ
の
問
題

は
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

４

６

５

２

１ ３

岩上神社
（児玉町太駄 293-1）

４月 16 日 (日) 
午前 11 時 30 分頃～
　　　　　午後２時頃

Google マップ
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担
い
手
不
足
、時
代
の
流
れ
―
。

市
内
で
も
昭
和
56
年
に
根

岸
組
が
、
平
成
19
年
に
宮
﨑
組

が
休
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

伝
統
が
途
絶
え
か
け
る

　

「
寂
し
さ
は
あ
っ
た
。
こ
の

ま
ま
宮
﨑
組
が
終
わ
っ
て
し
ま

う
の
か
と
―
」
そ
う
語
る
の
は
、

神
楽
を
始
め
て
40
年
以
上
、
家

族
で
代
々
神
楽
を
受
け
継
い
で

き
た
金
鑽
神
楽
宮
﨑
組
の
平
野

克
幸
さ
ん
。

　

主
要
メ
ン
バ
ー
が
病
気
な
ど

で
現
役
を
退
き
、
そ
れ
を
き
っ

か
け
に
平
成
19
年
に
休
止
し
た

宮
﨑
組
。
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
宮

﨑
組
を
復
活
さ
せ
た
い
と
い
う

気
持
ち
を
持
ち
続
け
て
い
た
と

い
う
平
野
さ
ん
。

復
活
へ
の
動
き

　

復
活
へ
と
動
き
出
し
た
の

は
、
２
年
程
前
。
当
時
の
神
社

の
役
員
で
あ
っ
た
石
橋
淳
一
さ

ん
が
、
世
話
役
の
黒
澤
克
彦
さ

ん
に
「
復
活
へ
動
き
た
い
。
協

力
し
て
く
れ
」
と
持
ち
掛
け
た

こ
と
が
き
っ
か
け
。

　

「
復
活
さ
せ
る
た
め
に
は
、

一
人
二
人
の
勧
誘
で
は
だ
め
。

サ
ー
ク
ル
ご
と
誘
っ
て
き
て
、

仲
間
同
士
で
そ
の
楽
し
さ
を

知
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
」
と

言
う
平
野
さ
ん
は
、
自
分
が
所

属
し
、
石
橋
さ
ん
が
監
督
を
す

る
地
元
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
の
メ
ン
バ
ー
に
呼
び
か
け
、

練
習
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と

に
。

　

「
練
習
後
の
話
し
合
い
を
大

切
に
し
て
い
る
。
そ
こ
で
練
習

を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
た
わ

い
も
な
い
話
で
盛
り
上
が
り
、

ま
た
次
の
練
習
を
頑
張
ろ
う
と

い
う
雰
囲
気
作
り
を
し
て
い

る
」
。
平
野
さ
ん
が
大
切
に
し

た
の
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し

て
の
保
存
会
の
存
在
。
た
だ
伝

承
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に

み
ん
な
が
集
ま
り
た
い
と
思
わ

せ
る
仕
掛
け
。
そ
の
結
果
、
誘
っ

た
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
７
人
が
加

わ
り
、
16
人
の
保
存
会
と
し
て

復
活
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

伝
統
を
つ
む
ぐ

　

「
休
止
前
に
い
た
メ
ン
バ
ー

の
記
憶
の
部
分
部
分
を

つ
な
ぎ
あ
わ
せ
る
こ
と

で
伝
承
す
る
こ
と
が
で

き
た
」
と
話
す
平
野
さ

ん
。
若
い
頃
か
ら
目
で

見
て
、
耳
で
聞
い
て
き

た
神
楽
。
記
憶
を
辿
り
、

つ
な
い
で
い
く
こ
と
で
、

ま
た
そ
の
伝
統
を
継
承

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
休

止
期
間
が
も
う
少
し
長
く
な
っ

て
い
た
ら
、
そ
れ
は
難
し
か
っ

た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

復
活
の
奉
納

　

平
成
27
年
春
頃
か
ら
本
格
的

に
練
習
を
重
ね
、
同
年
秋
の
八

幡
大
神
社
へ
の
奉
納
で
見
事
復

活
を
遂
げ
た
宮
﨑
組
。
「
よ
く

こ
こ
ま
で
こ
れ
た
と
思
う
。
こ

れ
だ
け
座
を
行
う
こ
と
が
で
き

て
う
れ
し
い
。
参
加
し
て
く
れ

た
一
人
ひ
と
り
が
努
力
し
て
く

れ
た
結
果
」
と
平
野
さ
ん
は
振

り
返
り
ま
す
。

さ
ら
な
る
伝
承
へ

　

「
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
だ
け

を
や
っ
て
い
て
は
、
時
代
に
そ

ぐ
わ
な
い
こ
と
も
あ
る
。
伝
統

を
守
り
な
が
ら
、
次
へ
と
つ
な

い
で
い
く
た
め
柔
軟
に
対
応
し

て
い
き
た
い
」
。
宮
﨑
組
は
、

現
在
は
４
月
16
日
の
八
幡
大
神

社
へ
の
奉
納
に
向
け
毎
週
練
習

を
重
ね
て
い
ま
す
。
ま
た
、
秋

に
は
休
止
以
来
行
っ
て
い
な
い

御み

ほ

の

さ

き

穂
崎
を
奉
納
す
る
予
定
で

す
。
再
び
燃
え
上
が
っ
た
神
楽

の
灯
火
。
絶
え
る
こ
と
な
く
、

燃
え
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

神楽スケジュール
2017 〜 2018

4 月

4 日㈫ 産泰神社（四方田） 杉田組

9 日㈰ 城山稲荷神社（本庄） 本庄組

16 日㈰
八幡大神社（牧西） 宮﨑組

岩上神社（児玉町太駄） 太駄組

9 月 ３日㈰ 阿夫利天神社（中央） 本庄組

10 月 15 日㈰

金鑽神社（西富田） 杉田組

八幡大神社（牧西） 宮﨑組

諏訪神社（寿） 本庄組

11 月 3 日㈷ 金鑽神社（千代田） 本庄組

1 月 2 日㈫ 金鑽神社（神川町二宮） 杉田組

2 月 11 日㈷ 稲荷神社（太駄） 太駄組

Let's watch

KAGURA 神楽 伝統×伝承

現役・神楽員が伝える魅力
29歳の幼馴染２人が神楽を始めた

のは３年前のこと。飯塚さんのお

父さんが神楽員であったことをきっかけ

に、練習に参加することに。「最初はあ

まり乗り気ではなかった」という２人も、

今では、撮影した映像を見直し、お互い

に指摘し合いながら、より良い神楽を奉

納しようと日々練習に励んでいます。

　その魅力について２人は、「おどけて

みたり、驚かしてみたり、実際にやって

みるとおもしろかった。お客さんが見て

くれることは、プレッシャーであり、楽

しみの一つ。自分の神楽でお客さんが喜

んでいるととてもうれしい」と言います。

　また、「その舞がどういうものなのか

理解して見ると、より神楽を楽しむこと

ができる。自分たち自身、やる側になっ

てこういうことかと理解して、より楽し

めるようになった」と続けます。

　杉田組では、見る人により興味をもっ

てもらうため、神楽奉納時に、文章での

説明に加え、マイクを使い解説を行って

います。「お客さんにもっと興味をもっ

て楽しんでもらえるよう工夫していきた

い」と笑顔で話す２人。若き神楽員が担

う杉田組のこれからが楽しみです。

interview

金鑽神楽杉田組保存会

飯塚�聡史さん　門倉�正美さん

金鑽神楽本庄組保存会

五十嵐�保久さん

途
絶
え
か
け
た
伝
統
。

　
 

　

 
 
 
 
 
 

も
う
一
度
つ
む
ぐ
―

神
楽を始めて 30 年以上の五十嵐さ

ん。「笛が指揮者となり、舞に合わ

て囃子を鳴らす。同じ座を舞っても、舞

手の違い、その日の体調など、そのとき

そのときで全く違うものになる。それが

難しいところであり、無形文化財のいい

ところだと思う」と神楽の魅力を語ります。

　時代の流れで衰退してゆく神楽。五十

嵐さんは、「なんとか少しずつ右肩上が

りに持っていきたい。まずは、存在を知っ

てもらって、その良さを間近で見て共感

してもらいたい」と、神楽の拠点を社務

所から人を集めやすい諏訪しぜん亭に移

し、親子神楽教室の開催や子ども会など

を巻き込んだ普及を目指しています。

　「どんな宝物よりも命の方が尊い。一

生懸命頑張ればいいことがある。神楽の

舞には道徳的な要素があり、人生におい

て大切なことを教えてくれる。スマホや

パソコンからは得ることができない情報

やつながりがそこにはある」と熱く語る

五十嵐さん。移り変わる時代の中で、揺

るがずに変わることのない大切なもの。

神楽はそれを伝え続けています。

▲「シャンシャン」と鈴の振り方を説明する平野さん

Miyazaki-KAGURA
金鑽神楽宮﨑組

八幡大神社
（牧西 557-1）

４月 16 日 (日) 
午前 11 時～

午後３時 30 分頃

Google マップ

神
楽
は
人
か
ら
人
へ
と

伝
え
る
無
形
民
俗
文
化
財
。

伝
承
す
る
た
め
に
は
、
担
い
手

が
必
要
不
可
欠
。
し
か
し
、
神
楽

そ
の
も
の
に
関
心
が
薄
く
な
っ
て
い
る
現
在
。

そ
の
担
い
手
を
見
つ
け
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。
は
る
か
昔
か
ら
、
人
か
ら
人
へ
と

伝
え
ら
れ
、
ま
た
人
と
人
と
を
結
ん

で
き
た
神
楽
。
そ
の
神
楽
を
絶
や
さ

な
い
た
め
に
、
ま
ず
は
み
な
さ
ん
が
関
心
を
持
ち
、
神
楽

を
見
て
、
知
っ
て
、
楽
し
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
だ
知
ら
な
い
人
が
多
い
神
楽
の
魅
力
。
人
か
ら
人
へ
と

つ
な
が
れ
た
伝
統
と
想
い
。
そ
の
想
い
に
、
そ
の
伝
統
に

触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

次世代の若き神楽員　

熱き神楽伝道師



　

　市では、在宅で生活している支援が必要な高齢者
等やその家族に対して、次のサービスを実施してい
ます。なお、サービスを利用する際には申請が必要で
す。詳しくはお問い合わせください。
●要介護高齢者訪問理美容サービス
…市委託業者が自宅を訪問する理美容サービスの利用
券を年間４枚まで発行
対象　要介護４又は５に認定されている60歳以上で理
　　美容院へ行くことが困難な在宅生活の人

●要介護高齢者ふとん乾燥等事業
…市委託業者がふとんの乾燥消毒又は丸洗いを行う
 （年２回まで。６、９、12、３月実施） 
※前月までに申請が必要です。
対象　世帯員全員が市民税非課税で、要介護４又は
　　５に認定されている60歳以上の寝たきり状態の人

●高齢者入浴料助成事業
…市委託入浴施設の入浴券を１か月当たり５枚発行
対象　世帯員全員が市民税非課税で、自宅に入浴設
　　備がない又は故障等により使用できない住居に居
　　住している65歳以上の人

●高齢者住宅整備資金融資
…高齢者の専用居室等を増改築・改造するために必要
　な資金を融資
※指定金融機関から300万円以内で融資。融資を受け
　た月の翌月から起算して10年以内に償還
対象　次の要件をすべて満たす人
　①60歳以上の親族と同居している（同居しようとす
　　る）
　②60歳未満        ③市税を完納している
　④高齢者の居室等を真に必要としている人
　　※市内居住の連帯保証人が必要です。

お知らせ

▶安心して暮らせるように

★地域福祉課☎�１１２７

高齢者等とその家族の暮らしを支える制度のお知らせ　
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▶教育委員会委員に
　　　　 今井 邦枝　氏
　　教育委員会委員に、
　今井邦枝氏が新たに　
　就任されました。任
　期は、平成33年２月
　17日までです。 

▶公平委員会委員に
　　　　  中村 憲司　氏
　　公平委員会委員に、
　中村憲司氏が再任さ
　れました。任期は、
　平成33年３月23日まで
　です。

お知らせ

▶特別職職員の就任

教育委員、公平委員会
委員に各氏

Information

　平成29年本庄市議会第１回定例会が、２月27日から
３月22日までの日程で開催されました。
　今議会には、総額を歳入歳出それぞれ283億7,300万
円とする『平成29年度本庄市一般会計予算』など、35
議案を提出しました。また、議員提出議案として、次
回の一般選挙から本庄市議会の議員定数を１人減とし
21人とする条例改正１議案が提出されました。
　24日間の審議の結果、すべての議案が原案のとおり
可決・承認・同意され、閉会しました。

▶議長に小林 猛 氏・副議長に冨田 雅寿 氏

　２月28日に議長・副議長
選挙が行われ、議長に小林
猛氏が、副議長に冨田雅寿
氏が、それぞれ選出されま
した。 議長

小林 猛 氏

教育委員
今井 邦枝 氏

公平委員
中村 憲司 氏副議長

冨田 雅寿 氏 

　｢本庄市いじめ防止等のための基本的な方針」を策
定するにあたり、方針（案）に対する意見を募集します。
●募集期間　４月５日㈬～５月８日㈪
●対象
　①市内在住・在勤・在学者
　②市内に事務所又は事業所を有する個人・法人その
　　他の団体
　③市税の納税義務者
　④この事案の利害関係者
●閲覧場所
　学校教育課（市役所４階）
　総務課（アスピアこだま内）
　市民活動推進課（はにぽんプラザ内）
　図書館（本館、児玉分館）
※市ホームページでも閲覧できます。

お知らせお知らせ

▶一般会計予算など 36 議案を審議▶いじめ防止等のために

★議会事務局☎�１１４８★学校教育課☎�１１８３・蕭�１１９３ ★教育総務課☎�１１８２、監査委員事務局☎�１１８７

平成29年本庄市議会
第１回定例会

｢本庄市いじめ防止等のための基本的な方針」（案）について
みなさんの意見を募集します

　定住人口の増加を図るため、若い人のマイホーム取
得を応援する「本庄市住まいる応援金」制度を始めま
した。

●対象　次の要件を全て満たす人
　①平成29年１月２日以降に市内に初めて住宅を取得
　　した人
　②住宅取得日に40歳以下の人
　③平成24年１月２日以降に市内に転入した人
※住宅所有者又はその配偶者のいずれかの人が該当し
　ていれば対象になります。
●対象住宅　新築住宅（建築・購入）・中古住宅
●交付金額　20万円（加算項目に該当で最高38万円)
※加算項目
・本庄早稲田駅から新幹線利用で通勤（上限12万円)

・｢親が市内に在住」又は「中学生以下の子と同居」
　どちらかに該当する場合（２万円）
・市内に本社がある建築業者・不動産業者を利用して
　住宅を取得（２万円）
・市内に本店又は支店がある金融機関で住宅ローンを
　利用（２万円）
●申請期間
　住宅の所有者として初めて固定資産税課税明細書が
発行された日からその年度の
末日まで（住宅を取得した翌
年の５月頃から翌々年３月末
日まで）
※詳しくは、産業開発室（市
役所３階）へお問い合わせく
ださい。

●閲覧時間　各閲覧場所の開庁・開館時間
●意見の提出方法
　所定の用紙（各閲覧場所で配布又は市ホームペー
ジからダウンロード）に必要事項を記入のうえ、直
接又は郵送、電子メール（gakkou@city.honjo.lg.jp)、
ファックスで提出
●郵送先
　〒３６７―８５０１
　本庄市本庄３-５-３
　本庄市教育委員会　学校教育課指導係　宛
●意見の取扱い
　意見に対する考え方及び修正案は、内容を公表しま
す。類似の意見は取りまとめて公表します。意見に対
する個別回答はしません。

お知らせ

▶若い人の住宅取得を応援

★産業開発室☎�１１６９

『本庄市住まいる応援金』制度を開始します　　　　　

ほんじょうインフォメーション
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心身障害者の「軽自動車税・自動車税・
自動車取得税」が減免になります

市役所の組織変更 窓口が変更になります

　４月１日から組織の一部を次のとおり変更しま
した。
●課の新設
・道路管理課（管理係・用地係）
・道路整備課（道路街路係・道路維持係）
●課の廃止
・建設課
・市街地整備課
●係の新設
・市民活動推進課　施設運営係
・都市計画課　市街地整備係
●係の廃止
・子育て支援課　金屋保育所※保育所休所のため

●市民活動推進課窓口の変更
★市民活動推進課☎�１１１８　

　市民活動推進課 
　市民活動推進係、人権推進・男女共同参画係
　旧　はにぽんプラザ　　   新　市役所３階
※はにぽんプラザ及び「はにぽん」に関する業務は、　
　施設運営係（☎�０８２８）がはにぽんプラザ 
　で行います。

●狂犬病予防業務の窓口変更
★環境推進課☎�１１７３　

　旧　本庄市保健センター
　新　環境推進課（市役所４階）
※手続きは、環境産業課（アスピアこだま内）で　
　も受け付けます。

★企画課☎�１１５７

★障害福祉課☎�１１２５・蕭�１９６３

　下表に該当する心身障害者が要件を満たした場合、通院・通学や生業等のために
使用する軽自動車・普通自動車等のうち、障害者１人につき１台に限り、軽自動車
税・自動車税・自動車取得税が減免になります。

【要件】次のいずれかに該当する場合

①　車両の所有者及び運転者が該当者本人又は、該当者と生計をともにする人の場合
②　該当者のみで構成される世帯が所有する車両を、常時介護する人が運転する場合　
※軽自動車税の減免ではその他該当する場合があります。詳しくは、課税課へお問い合わせください。

【手続き】

【減免の対象となる障害の区分及び級】

軽自動車等※毎年申請が必要 普通自動車

申請場所
課税課（市役所１階）
※継続申請の人は、市民福祉課（アスピアこ
だま内）でも手続きできます。

県内各県税事務所、自動車税事務所及び各支所（大宮・
熊谷・所沢・春日部）

手続きに
必要なもの

・身体障害者手帳　・療育手帳　・精神障害者保健福祉手帳と自立支援医療受給者証
・納税義務者の印鑑　・運転者の自動車運転免許証　・自動車検査証　・納税通知書
・納税義務者の通知カード又はマイナンバーカード（個人番号カード）※普通自動車は不要　　　　　　　
※その他、必要な書類がある場合があります。

申請期間 ５月１日㈪～31日㈬ ～５月31日㈬
※減免登録済みの場合は改めて申請を行う必要はありません｡

問合せ先 課税課☎�１１２２・蕭�１１９１
市民福祉課☎�１３３３・蕭�１１９１

《自動車税の問合せ》
本庄県税事務所☎�６１００・蕭�２８４４

《自動車取得税の問合せ》
自動車税事務所熊谷支所☎ 0 4 8 − 5 3 2 − 8 0 1 1

手帳の種類及び障害の区分 減免の対象となる障害の級

身
体
障
害
者
手
帳

心臓､ じん臓、呼吸器、小腸、ぼうこう又は直腸 １級又は３級
体幹 １級から３級まで及び５級
聴覚 ２級又は３級

視覚 １級から３級まで及び４級の１（４級のうち両
眼の視力の和が 0.09 ～ 0.12）

音声又は言語機能 ３級（こう頭が摘出された場合に限ります。）
平衡感覚 ３級
上肢 １級又は２級
下肢 １級から６級まで
乳幼児期以前の非進行性脳病変による運動機能（上肢） １級又は２級
乳幼児期以前の非進行性脳病変による運動機能（移動） １級から６級まで
ヒト免疫不全ウィルスによる免疫機能、肝臓 １級から３級まで

戦傷病者手帳 身体障害者手帳の減免の範囲に準じます。
療育手帳 Ⓐ又は A

精神障害者保健福祉手帳 １級で、かつ障害者総合支援法に規定する精神
通院医療を受けている人

※障害名が「左半身不随」のような場合は、障害の区分ごとの等級（上肢○級、下肢○級）により判定します。
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小
島
４
丁
目
の
一
部

・
小
島
５
丁
目
の
一
部

・
朝
日
町
１
丁
目
の
一
部

・
朝
日
町
２
丁
目
の
一
部

・
児
玉
町
児
玉
の
一
部

■
下
水
道
事
業

　
　
　
　
受
益
者
負
担
金
制
度

　
公
共
下
水
道
は
、
道
路
・
公
園
な

ど
の
公
共
施
設
と
違
い
、
利
用
で
き

る
地
域
の
人
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
下
水
道
を
税
金
だ
け
で

整
備
す
る
と
、
下
水
道
が
利
用
で
き

な
い
人
も
建
設
費
を
負
担
す
る
こ
と

に
な
り
、
「
公
平
な
負
担
」
の
原
則

に
反
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
下
水
道
を

利
用
で
き
る
人
（
受
益
者
）
が
建
設

費
の
一
部
を
負
担
す
る
こ
と
に
よ

り
、
下
水
道
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

■
下
水
道
受
益
者
負
担
金
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ　
負
担
金
は
誰
が
納
め
る
の
で
す

　
か
？

Ａ　
平
成
28
年
度
（
一
部
平
成
27
年

　
度
）
に
整
備
し
た
区
域
内
に
あ
る

　
土
地
の
所
有
者
又
は
権
利
者
に
納

　
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｑ　
負
担
金
の
額
は
ど
れ
く
ら
い
で

　
す
か
？

Ａ　
土
地
の
面
積
１
㎡
当
た
り
３
０

　
０
円
を
乗
じ
て
得
た
額
に
な
り
ま

　
す
。

Ｑ　
負
担
金
の
納
付
に
つ
い
て
、
免

　
除
の
制
度
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ　
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
田
・

　
畑
・
山
林
等
は
、
宅
地
と
し
て
利

　
用
す
る
ま
で
、
70
％
を
猶
予
す
る

　
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
猶
予

　
に
は
、
猶
予
申
請
書
の
提
出
が
必

　
要
で
す
。

Ｑ　
負
担
金
の
納
付
方
法
は
ど
の
よ

　
う
な
方
法
が
あ
り
ま
す
か
？

Ａ　
算
出
し
た
金
額
を
５
年
に
分
割

　
し
、
さ
ら
に
１
年
を
４
期
（
合
計

　
20
回
）
に
分
け
て
納
付
す
る
分
納

　
と
、
１
年
分
や
５
年
分
な
ど
年
額

　
分
を
ま
と
め
て
第
１
期
（
毎
年
６

　
月
末
日
）
に
納
付
す
る
一
括
納
付

　
が
あ
り
ま
す
。
一
括
納
付
の
場
合
、

　
納
付
す
る
年
数
・
金
額
に
応
じ
て

　
一
括
納
付
報
奨
金
が
交
付
さ
れ
ま

　
す
（
実
際
に
は
、
報
奨
金
を
差
し

　
引
い
た
金
額
で
納
付
）。

　
　
納
付
書
は
、
６
月
初
旬
に
受
益

　
者
に
送
付
し
ま
す
。
納
付
に
つ
い

　
て
は
、
便
利
な
口
座
振
替
が
利
用

　
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

　
だ
さ
い
。

Ｑ　
受
益
者
（
納
付
す
る
人
）
が
変

　
わ
っ
た
場
合
は
、
ど
の
よ
う
に
す

　
れ
ば
よ
い
で
す
か
？

Ａ　
負
担
金
を
分
割
で
納
付
中
に
、

　
相
続
や
売
買
な
ど
の
理
由
で
、
そ

　
の
土
地
の
受
益
者
に
変
更
が
あ
っ

　
た
場
合
は
、
速
や
か
に
受
益
者
異

　
動
申
告
書
を
下
水
道
課
に
提
出
し

　
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
届
出
の

　
あ
っ
た
日
以
前
に
か
か
る
負
担
金

　
は
、
変
更
前
の
受
益
者
の
負
担
に

　
な
り
ま
す
。

※
受
益
者
異
動
申
告
書
は
、
下
水
道

課
（
市
役
所
２
階
）
で
配
布
又
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

公
共
下
水
道
の
利
用
地
域
が
拡
大
し
ま
し
た
★
下
水
道
課
☎
�
１
１
４
６
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　市内在住で大正６年生まれの竹内たま

さん、保坂サタさんがめでたく 100 歳を迎

えられました。大正・昭和・平成と３つ

の時代を歩んできたお二人を吉田市長が

訪問し、お祝いの「寿状」を手渡しました。

congratulation
祝　百　賀

保坂 サタさん
（東台）

竹内 たまさん
（児玉町秋山）

叙勲

　去る１月 15 日に逝去され

た元学校医の逸見嘉正氏の

生前の功績に対し、瑞宝単

光章が授与されました。ご

冥福をお祈りいたします。

逸見 嘉正 氏
（駅南）

生前の功績を評して

善意ありがとうございます

JA 埼玉ひびきの農業協
同組合様から、学童用及
び保護者用横断旗計 657
本が寄贈されました。横
断旗は、交通安全活動に役
立たせていただきます。
★学校教育課☎㉕１１４９

中西勝美様より、本庄市
ふるさと創生基金へ寄附
をいただきました。いた
だいた寄附金は、本庄市
のまちづくりに活用させ
ていただきます。
★企画課☎㉕１１５７

「ほんじょう緑の基金」へ、次の団体より寄附をいただきま
した。いただいた寄附金は、本庄段丘斜面林等の緑の保全
のために活用させていただきます。
◎寄附団体（順不同・敬称略）
●コカ・コーライーストジャパン㈱　●㈱伊藤園
●㈱ビバレッジサービスアライ　●㈱群馬ダイドー
●中川ストアー　●埼玉北部ヤクルト販売㈱
★都市計画課☎㉕１１３７

埼玉北部ヤクルト販売㈱様か
ら地域福祉基金に寄附をいた
だきました。この寄附は市内
に設置してある８台の「はに
ぽん支援自動販売機」の売上
金の一部です。寄附金は有効
に活用させていただきます。
★地域福祉課☎㉕１１４２

ふるさと創生基金へ

交通安全活動の充実に向けて

ほんじょう緑の基金へ

地域福祉基金へ

Thanks for your goodwill

Hot Space　
ほっとひと息、ホットな話題　　

ＪＡＺＺ爺ＭＥＮから６年

映画「たった一度の歌」

市内で撮影が開始

　３月 23 日、埼玉グランドホテル本

庄で、本庄市とその周辺を舞台とした

映画の第２弾本庄拠点地域映画「たっ

た一度の歌」の製作宣言発表が行われ、

宮武由衣監督、俳優の高橋和也さんと

岡田浩暉さんが意気込みを語りました。

　この映画は、人生の後半戦に入った

男ふたりの友情が織りなす、哀愁漂う

コメディ映画。地域の強い要望で、今

回の映画製作が実現しました。

　映画は今年の秋頃に公開予定です。

川淵三郎ＣＵＰ２０１６

今年はミニバスで白熱の

勝負が繰り広げられる

市立中学校卒業式

夢と希望を胸に

新たな旅立ちへ

６年生を送る会

５年生が大切に育てた

もち米でもちつき会

　毎年競技種目を変えて行っている川

淵三郎ＣＵＰ。今年はミニバスケット

ボールを種目として、３月 12 日にシ

ルクドームで開催しました。

　大会には市内から男子・女子それぞ

れ４チームずつが参加し、日頃の練習

の成果を発揮。今回は男女ともに「本

庄ミニバス」が優勝しました。

　フリースロー大会や中学や高校のバ

スケットボール部の交流試合も開催さ

れ、大会は大きく盛り上がりました。

　３月 15 日、市立中学校４校で卒業

証書授与式が行われ、７０７人の生徒

が卒業しました。写真は本庄南中の卒

業式の様子。卒業生代表の板倉亮介さ

んは答辞でお世話になった先生や後輩

へ感謝の言葉を贈るとともに、「卒業

生一同の、絶対に切れることのない赤

い絆で、一歩一歩明るい未来へと歩ん

でいきたい」と、今後の決意を述べま

した。

　ご卒業おめでとうございます。

　３月２日、秋平小学校で、６年生を

送る会終了後にもちつき会が行われま

した。この餅は、秋平小学校の５年生

が田植えから刈り取りまで行い、手間

暇をかけて作られたもの。もちつき会

は全校児童が参加し、ＰＴＡや学校応

援団の協力のもと賑やかに行われまし

た。

　児童たちは、お世話になった人たち

への感謝を胸に、でき上がったおもち

をおいしそうに食べていました。

交通安全心の襷（たすき）大作戦

交通事故抑止に向け

東高生徒が市内を駆ける

　２月 19 日、本庄警察署は交通事故

抑止に向け、「交通安全心の襷大作戦」

を実施しました。本庄市は昨年の人身

交通事故発生率が県内ワースト１位。

２月の「第 84 回埼玉県駅伝競走大会

一般高校女子の部」で初優勝を飾った

本庄東高等学校陸上部の部員たちが、

本庄警察署から本庄駅を経由し、本庄

市役所まで向かうコースを「人身事故

ワースト１位返上」とかかれた襷を掛

けて走り、交通安全を呼び掛けました。

でんごん広場
みなさんの情報交換の場

本庄市合気道教室主催

春の防犯講座・合気道体験会

会場・日程

　●本庄市武道館
　４月９日㈰・16 日㈰・23 日㈰・
　30 日㈰
　●はにぽんプラザ
　４月８日㈯・15 日㈯
時間　午後７時 30 分～９時
費用　無料
用意　動きやすい服装、飲み物、
　　　汗拭き用タオル
※小学生～ 70 代の人が参加して
います。
申込　不要（直接会場へお越しく
　　　ださい）
問　塚越☎ 090-3501-1159

　＝行事案内
　＝会員募集

はなわ俳句会主催

俳句を作り楽しむ

日時　５月５日㈷
　　　午後１時 30 分～４時
会場　セルディ小会議室
費用　無料
申込　４月 28 日㈮までに電話で
　　　下記へ
問　伊

い よ べ

豫部☎�１６６４

はなわ俳句会

日時　毎月第１金曜日
　　　午後１時 30 分～４時
会場　セルディ小会議室
対象　俳句に興味のある人・作り
　　　たい人どなたでも
費用　月会費５００円
問　伊豫部☎�１６６４

○行 ○行

○募

○行
○募
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地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
の
開
設
事
業
者
を
募
集
し

ま
す

　
市
で
は
、
平
成
29
年
度
中
に

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

所
の
開
設
を
予
定
し
て
お
り
、

左
記
に
よ
り
募
集
を
行
い
ま
す
。

対
象
事
業

・
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

　
　
　
　
　
　
　
　
１
事
業
所

・
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪

　
問
介
護
看
護　
　
１
事
業
所

応
募
受
付
期
間　
４
月
10
日
㈪
～

　
28
日
㈮
（
土
・
日
を
除
く
）

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
介
護
保
険
課
☎
�
１
７
１
９

ま
ち
み
が
き
活
動
実
施
中

　
本
庄
早
稲
田
ま
ち
づ
く
り
活

動
勉
強
会
で
は
、
ゴ
ミ
拾
い
や

除
草
な
ど
簡
単
な
美
化
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
私
た
ち
と
一
緒
に
本
庄

早
稲
田
の
杜
を
き
れ
い
に
し
ま

し
ょ
う
！

日
時　
毎
月
第
３
土
曜
日　
午

　
前
９
時
～
９
時
30
分
（
雨
天

　
中
止
）

集
合
場
所　
飯
玉
神
社
（
久
下

　
塚
集
落
セ
ン
タ
ー
前
）

※
汚
れ
て
も
良
い
服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。
軍
手
な
ど
は
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
ゴ
ミ
袋
は
配

付
し
ま
す
。

★
都
市
計
画
課
☎
�
１
１
３
８

中
山
道
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

「
本
庄
宿
の
再
発
見
」
そ
の
弐

を
発
行
し
ま
し
た

　
中
山
道
を
歩
く
と
、
昔
な
が

ら
の
商
家
や
蔵
な
ど
往
時
の
面

影
を
残
す
風
景
に
出
会
え
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
貴
重
な
地
域
資
源

を
再
認
識
し
、
後
世
に
伝
え
る

た
め
に
、「『
本
庄
宿
の
再
発
見
』

そ
の
壱
」に
続
き
、「
そ
の
弐（
本

庄
市
中
央
３
丁
目
～
上
里
町
神

流
川
橋
）」
を
発
行
し
ま
し
た
。

　
普
段
、
な
か
な
か
気
付
か
な

い
街
の
魅
力
に
出
会
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

配
布
先

・
県
北
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

　
本
庄
事
務
所
（
朝
日
町
１
―

　
４
―
６
本
庄
地
方
庁
舎
１
階
）

・
秘
書
広
報
課
（
市
役
所
３
階
）

※
無
料
配
布
で
す
。

★
埼
玉
県
北
部
地
域
振
興

　
　
　
セ
ン
タ
ー
本
庄
事
務
所

　
　
　
　
　
　
☎
�
１
１
１
０

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　 ★秘書広報課�１１５５

市長コラム
しんげの一言メッセージ

お
知
ら
せ

※
声
の
広
報
（
録
音
Ｃ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
児
玉
分
館
・
秘
書
広
報
課
へ
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
秘
書
広
報
課
☎
�
１
１
５
５

臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対

策
分
）
の
お
知
ら
せ

　
平
成
26
年
４
月
に
実
施
さ
れ

た
消
費
税
率
引
上
げ
に
よ
る

影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
暫
定

的
・
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
、

今
年
度
も
給
付
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

　
本
庄
市
で
支
給
対
象
に
該
当

す
る
可
能
性
が
あ
る
人
に
は
、

順
次
申
請
書
を
郵
送
し
て
い
ま

す
。

　
給
付
金
を
受
け
取
る
た
め
に

は
、
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請

書
に
押
印
・
記
入
の
う
え
、
同

封
の
返
信
用
封
筒
で
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
者　
次
の
条
件
を
す
べ
て

　
満
た
す
人

①
平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
、

　
本
庄
市
に
住
民
登
録
が
あ
る

　
人

②
平
成
28
年
度
分
の
市
民
税
（
均

　
等
割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な

　
い
人

※
次
の
人
は
非
対
象
で
す
。

・
平
成
28
年
度
分
の
市
民
税
（
均

　
等
割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
る

　
人
に
、
住
民
税
に
お
い
て
扶

　
養
さ
れ
て
い
る
人

・
生
活
保
護
の
受
給
者

・
支
給
決
定
ま
で
の
間
に
死
亡

　
し
た
人

基
準
日　
平
成
28
年
１
月
１
日

支
給
額

　
支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き
１

　
万
５
千
円
（
１
回
限
り
）

申
請
先

　
地
域
福
祉
課（
市
役
所
１
階
）

申
請
期
限　
８
月
31
日
㈭

給
付
金
を
装
っ
た
詐
欺
に
注
意

　
申
請
内
容
に
不
明
な
点
が
あ
っ

た
場
合
、
市
か
ら
問
い
合
せ
を

行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
Ａ

Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
払
機
）
の

操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
や
、

支
給
の
た
め
の
手
数
料
な
ど
の

振
込
を
求
め
る
こ
と
は
、
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
不
審

な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
場
合

は
、
す
ぐ
に
市
の
窓
口
又
は
警

察
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

★
地
域
福
祉
課
☎
�
３
１
１
６

「
中
心
市
街
地
等
整
備
事
業

補
助
金
」
の
お
知
ら
せ

　
市
で
は
、
本
庄
駅
北
口
地
区

又
は
児
玉
駅
周
辺
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
に
効
果
が
あ
る
事
業
を

行
う
団
体
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

補
助
対
象（
す
べ
て
満
た
す
こ
と
）

①
事
業
の
効
果
が
本
庄
駅
北
口

　
地
区
又
は
児
玉
駅
周
辺
地
区

　
に
波
及
す
る
と
認
め
ら
れ
る

　
こ
と

②
規
約
を
有
し
、
予
算
と
事
業

　
計
画
を
も
と
に
継
続
し
て
活

　
動
し
て
い
る
こ
と

③
事
業
の
効
果
が
特
定
の
個
人

　
又
は
団
体
に
帰
属
し
な
い
こ

　
と

補
助
額　
対
象
経
費
の
２
分
の

　
１
（
50
万
円
を
上
限
）

＊
そ
の
他
に
も
条
件
が
あ
り
ま

　
す
の
で
左
記
へ
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

★
都
市
計
画
課
☎
�
１
１
３
８

「
エ
コ
タ
ウ
ン
」
に
関
す
る

補
助
金
の
お
知
ら
せ

【
設
置
後
に
申
請
す
る
も
の
】

○
住
宅
用
太
陽
光
発
電

　
　
　
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
金

　
住
宅
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
を
設
置
し
た
人
を
対
象
に
、

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象　
余
剰
売
電
を
行
う
も
の

受
付
開
始
日　
５
月
１
日
㈪

【
事
前
に
申
請
す
る
も
の
】

○
住
宅
省
エ
ネ
改
修
補
助
金

　
住
宅
の
省
エ
ネ
改
修
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象　
高
遮
熱
塗
装
工
事
（
屋

　
根
部
分
の
み
）
・
断
熱
材
設

　
置
工
事
・
断
熱
ガ
ラ
ス
等
設

　
置
工
事
・
遮
熱
フ
ィ
ル
ム
貼

　
付
工
事

受
付　
常
時
受
付

○
住
宅
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

ム
設
置
補
助
金

　
住
宅
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

ム
の
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

対
象　
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
・
太
陽
熱
利

　
用
シ
ス
テ
ム
・
地
中
熱
利
用

　
シ
ス
テ
ム

受
付　
常
時
受
付

○
事
業
所
用
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業
補
助
金

　
事
業
者
向
け
の
創
エ
ネ
・
省

エ
ネ
設
備
の
補
助
金
で
す
。

受
付　
常
時
受
付

※
申
請
枠
が
終
了
次
第
、
受
付

を
締
め
切
り
ま
す
。

＊
詳
細
は
、
左
記
へ
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
環
境
推
進
課
☎
�
１
２
４
９

「
浄
化
槽
設
置
補
助
金
」
の

お
知
ら
せ

　
既
存
の
単
独
処
理
浄
化
槽
又

は
汲
み
取
り
便
槽
か
ら
、
合
併

処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
を
実
施

す
る
世
帯
に
対
し
て
、
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

※
着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

対
象　
専
用
住
宅
又
は
併
用
住

　
宅
で
の
転
換
工
事

受
付
開
始
日　
５
月
１
日
㈪

※
５
月
19
日
㈮
ま
で
は
、
抽
選

受
付
期
間
と
し
ま
す
。
以
後
は
、

申
請
枠
が
あ
る
場
合
に
受
け
付

け
ま
す
。

★
環
境
推
進
課
☎
�
１
１
７
３

災害と日本人
　去る３月11日は東日本大震災から６年、犠牲とな
られた方々の七回忌でした。そしてこの４月14日は、
熊本地震から１年です。改めて亡くなられた方々に
哀悼の誠を捧げ、被災された方々にお見舞い申し上
げると共に、被災地の復興を心からお祈りします。
　日本がいかに自然災害の多い国か、国連大学の統計に
よると日本は「被災可能性」（自然災害に遭いやすいか
どうか）で世界第５位です。地球温暖化による海面上昇、
地震、暴風雨、洪水、干ばつの影響を受けやすい国々が
上位を占め、10位までの中で先進国は日本だけです。特
に大きな地震と、台風などによる大きな風水害の起きや
すさが、日本の順位を押し上げる要因となっています。
　一方、同じ国連大学統計の「災害に対する脆弱性」(災
害のダメージの受けやすさ）では、日本はダメージを受
けにくい順で上位４位です。これは、｢災害の影響の受
けやすさ｣、｢災害への対応・対処能力｣、｢将来的な環境
変化・気候変動への予防・適応能力」という３つの指標
から計算されたもので、上位10位はいずれも先進国です。

　確かに東日本大震災も熊本地震も甚大な被害をもた
らしましたが、震災直後の多くの住民の適切な避難行
動や、自衛隊、消防、警察、医療機関そして政府自治
体による迅速な対応は、これまた世界に例をみないも
のでした。もし他国であれほどの大津波や、マグニ
チュード７の地震が二度も立て続けに起きた場合、被
害は日本と比べてけた違いのものになったでしょう。
また家族を失った悲しみも癒えぬなか、さらに原発事
故などで未だ避難を余儀なくされていながらも、前を
向いて頑張ろうという被災者の皆さまの姿に、国民等
しく教えられることも多いと感じます。
　日本列島という災害多発地帯に住み続けて来た
我々は、祖先の代からさまざまな困難に遭遇しなが
らも、そのたびに皆で支え合い危機を乗り越え、新
しい社会を創り上げて来ました。おそらく近い将来、
更なる大災害が列島を襲うであろうことは確実です。
その際にどれだけ被害を最小限に防げるか、我が国
社会の底力を発揮できるようあらゆる面で、互いに
つながり備えていくことが大事だと思います。　　
　　　　                             本庄市長  
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児
玉
郡
市
手
話
奉
仕
員
養
成

講
座
・
基
礎
課
程

　
聴
覚
障
害
者
の
生
活
と
福
祉

制
度
の
理
解
と
認
識
を
深
め
、

手
話
で
日
常
会
話
を
行
う
た
め

に
必
要
な
技
術
を
習
得
し
ま
し
ょ

う
。

日
時　
５
月
12
日
か
ら
11
月
24

　
日
ま
で
の
毎
週
金
曜
日
（
８

　
月
11
日・11
月
３
日
を
除
く
）

　
全
27
回　
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
２
階

　
活
動
室
Ｅ 

対
象　
本
庄
市
児
玉
郡
在
住
・

　
在
勤
で
、
手
話
奉
仕
員
養
成

　
講
座
入
門
課
程
を
修
了
し
た

　
人
、
又
は
同
等
の
技
術
・
知

　
識
を
有
す
る
人

定
員　
25
人
（
先
着
順
）

費
用　
３
、
２
４
０
円
（
テ
キ

　
ス
ト
代
）

※
平
成
26
年
１
月
改
訂
版
を

持
っ
て
い
な
い
場
合
は
購
入
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込　
４
月
10
日
㈪
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
左
記
へ

★
本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
☎
�
７
２
７
５

児
玉
郡
市
手
話
通
訳
者
養
成

講
座
・
手
話
通
訳
Ⅰ
～
ホ
ッ

プ
～

日
時　
５
月
９
日
か
ら
平
成
30

　
年
２
月
６
日
ま
で
の
毎
週
火

　
曜
日
（
８
月
15
日
・
12
月
26

　
日
・
１
月
２
日
・
１
月
９
日

　
を
除
く
）　
全
36
回　
午
後

　
７
時
～
９
時

場
所　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
２
階

　
活
動
室
Ａ

対
象　
児
玉
郡
市
手
話
通
訳
者

　
と
し
て
活
動
す
る
意
思
の
あ

　
る
本
庄
市
児
玉
郡
在
住
者
で
、

　
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
を
修

　
了
し
た
人
又
は
同
等
の
技
術
・

　

知
識
を
有
す
る
人

定
員　
15
人（
受
講
審
査
あ
り
）

費
用　
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

申
込　
４
月
10
日
㈪
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
左
記
へ

★
本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
☎
�
７
２
７
５

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
参
加
者

募
集
～
看
護
の
心
を
み
ん
な

の
心
に
～

　
看
護
師
を
目
指
し
て
い
る
人
、

看
護
・
介
護
に
興
味
の
あ
る
人
、

実
際
に
白
衣
を
着
て
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
ま
た
、
同
日
に
外
来
に
て
血

管
年
齢
測
定
や
血
糖
測
定
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
ま
す
。

日
時　
５
月
20
日
㈯　
午
前
８

　
時
30
分
～
午
後
２
時

場
所　
本
庄
総
合
病
院

対
象　
高
校
生
以
上

定
員　
12
人
（
応
募
多
数
の
場

　
合
抽
選
）

申
込　
４
月
28
日
㈮
ま
で
に
電

　
話
又
は
直
接
左
記
へ

★
本
庄
総
合
病
院
看
護
部

　
　
　
　
　
　
☎
�
６
１
１
１

催

し

有
害
獣
の
捕
獲
を
実
施
し

ま
す

　
中
山
間
地
域
を
中
心
と
し
て
、

イ
ノ
シ
シ
な
ど
に
よ
る
農
作
物

被
害
が
発
生
し
て
い
る
た
め
、

市
で
は
児
玉
猟
友
会
に
委
託
し
、

有
害
獣
捕
獲
を
実
施
し
ま
す
。

期
間
中
は
、
く
く
り
わ
な
・
箱
わ

な
・
銃
器
等
の
猟
具
や
猟
犬
を

利
用
し
た
駆
除
を
行
い
ま
す
の

で
、
山
林
な
ど
に
入
る
際
は
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
捕
獲
の
た
め
関
係
区

域
内
の
み
な
さ
ん
の
所
有
地
に

立
ち
入
ら
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

日
時　
４
月
16
日
㈰
か
ら
７
月

　
４
日
㈫
ま
で
の
日
の
出
か
ら

　
日
没
ま
で

※
わ
な
設
置
場
所
は
大
変
危
険

で
す
。
わ
な
を
示
す
看
板
付
近

に
は
立
入
ら
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

★
農
政
課
☎
�
１
１
７
７

利
用
者
支
援
員（
臨
時
職
員
）

を
募
集
し
ま
す

　
保
育
施
設
や
子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
情
報
提
供
や
必
要

に
応
じ
た
相
談
対
応
な
ど
を
行

う
利
用
者
支
援
員
を
募
集
し
ま

す
。

応
募
条
件

・
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で

　
き
る
人

・
採
用
後
、
子
育
て
支
援
員
研

　
修
を
受
講
す
る
こ
と
（
受
講

　
済
み
の
人
を
優
先
す
る
場
合

　
あ
り
）。

募
集
人
員　
１
人

雇
用
期
間　
６
月
１
日
㈭
～

※
更
新
あ
り

勤
務
場
所　
子
育
て
支
援
課（
市

　

役
所
２
階
）

勤
務
時
間　
月
・
水
・
金
曜
日

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
休
日
、
年
末
年
始
は
除
く
。

賃
金　
時
給
８
９
０
円

申
込　
４
月
28
日
㈮
ま
で
に
履

　
歴
書
（
写
真
添
付
）
及
び
ハ

　
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
状
を
持

　
参
の
う
え
、
本
人
が
直
接
子

　
育
て
支
援
課
へ
申
し
込
み

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、

期
限
後
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

面
接
日　
５
月
10
日
㈬（
予
定
）

★
子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
　
☎
�
１
１
３
０

埼
玉
県
警
警
察
官
採
用
試
験

受
付
期
間　
４
月
３
日
㈪
～
17

　
日
㈪

応
募
資
格　
18
歳
～
29
歳

※
高
等
学
校
卒
業
見
込
み
の
人

は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

第
１
次
試
験
日　
５
月
14
日
㈰

※
詳
し
く
は
、
本
庄
・
児
玉
警

察
署
や
交
番
・
駐
在
所
で
配
布

し
て
い
る
受
験
案
内
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

★
本
庄
警
察
署
警
務
課

　
　
　
　
　
　
☎
�
０
１
１
０

　
児
玉
警
察
署
警
務
係

　
　
　
　
　
　
☎
�
０
１
１
０

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

始
ま
り
ま
す

期
間　
４
月
６
日
㈭
～
15
日
㈯

※
４
月
10
日
㈪
は
「
交
通
事
故

死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
で
す
。

ま
た
、
４
月
14
日
㈮
は
「
飲
酒

運
転
根
絶
の
日
」
で
す
。

本
庄
市
重
点
目
標

・
自
転
車
利
用
者
の
交
差
点
で

　
の
確
実
な
安
全
確
認
の
推
進

埼
玉
県
重
点
目
標

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
自
転
車

　
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

市
内
で
薄
暮
時
・
夜
間
の
交
通

死
亡
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す

　
今
年
に
入
り
、
交
通
事
故
で

既
に
３
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。
薄
暮
時
・
夜
間
の
外
出
に

は
、
明
る
い
色
の
服
装
や
反
射

材
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
速
度
を

抑
え
周
囲
に
注
意
し
て
運
転
し

ま
し
ょ
う
。

★
危
機
管
理
課
☎
�
１
１
８
４

　
総
務
課
☎
�
１
３
３
２

財
務
省
関
東
財
務
局
へ
ご
相

談
を
！

　
近
年
、
詐
欺
的
な
投
資
勧
誘

や
電
子
マ
ネ
ー
を
悪
用
し
た
詐

欺
な
ど
金
融
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
財
務
省
関
東
財

務
局
で
は
、
無
料
相
談
窓
口
を

設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
一
人

で
悩
ま
な
い
で
、
迷
わ
ず
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口

・
だ
ま
さ
れ
な
い
で
！
危
な
い

　
投
資
勧
誘
！
☎
０
４
８—

６

　
１
３—

３
９
５
２

・
電
子
マ
ネ
ー
詐
欺
相
談
（
架

　
空
請
求
等
）
☎
０
４
８—

６

　
０
０—

１
１
５
２

・
多
重
債
務
相
談
（
借
金
返
済

　
の
悩
み
相
談
）
☎
０
４
８—

　
６
０
０—

１
１
１
３

区　　域 捕獲対象

児
玉
町

全
域

高柳・飯倉・宮内・
塩谷・秋山・小平・
太駄・河内・稲沢・
元田・吉田林

イノシシ
シカ
アライグマ
ハクビシン
タヌキ
アナグマ等

一
部 八幡山・金屋

緑のカーテンづくりセットをプレゼント

　緑化推進事業の一環として、夏の日射しをやわ
らげ、部屋を涼しくし、エアコンの節電につな
がる緑のカーテンづくりセット（ゴーヤの苗等・
ネット）を市民のみなさんにプレゼントします。
　みなさんのご応募をお待ちしております。

対象　市内在住者
定員　100人（多数の場合抽選）
※１家族１セットまで。
申込　４月19日㈬までに往復はがきに住所・氏
　名・性別・電話番号を記入のうえ、下記へ郵
　送（当日消印有効）
※往復はがきの返信部分には、宛名面に返信先
　の住所と氏名を記入し、裏面には何も記入せ
　ずに郵送してください。
郵送先　〒367-8501　本庄市本庄３-５-３
　　　　本庄市役所都市計画課
　　　　｢緑のカーテンプレゼント」係宛

　※当選結果は、
　郵送で連絡し
　ます。

★都市計画課☎�１１３７
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老人福祉センターつきみ荘の休館日　☎�３６９６
３日㈪・10日㈪・17日㈪・24日㈪・５月１日㈪・８日㈪

余熱利用施設湯かっこの休館日　☎�８１２６
３日㈪・10日㈪・17日㈪・24日㈪・５月１日㈪・８日㈪
ボートレース戸田（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程

11日㈫～16日㈰、５月２日㈫～７日㈰
※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合
からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

－市税はコンビニで支払うことができます－
　全国の主なコンビニで市税の納付をすることができ
ます。詳しくは、収納課へお問い合わせください。

－市税夜間・休日収納窓口のお知らせ－
日時　４月５日㈬・５月８日㈪　午後５時15分～７時
場所　市役所１階収納課☎�１１２０
　　　アスピアこだま市民福祉課税務係☎�１３３３
日時　４月30日㈰　午前８時30分～午後５時15分
場所　市役所１階収納課

「
本
庄
早
稲
田
の
杜
里
山
塾

２
０
１
７
」
を
開
催

　
早
稲
田
大
学
本
庄
キ
ャ
ン
パ

ス
・
大
久
保
山
に
は
、
ま
と
ま
っ

た
雑
木
林
が
残
さ
れ
て
い
る
た

め
、
オ
オ
タ
カ
を
は
じ
め
多
く

の
動
植
物
が
生
活
し
て
い
ま
す
。

　
観
察
や
循
環
型
農
業
体
験
な

ど
を
通
し
て
、
里
山
の
成
り
立

ち
や
時
間
の
流
れ
を
感
じ
、
人

と
自
然
の
関
わ
り
の
大
切
さ
を

野
外
散
策
と
作
業
を
中
心
に
学

ぶ
講
座
で
す
。

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
０
時

　
30
分

集
合
場
所　
早
稲
田
リ
サ
ー
チ

　
パ
ー
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

　
ン
セ
ン
タ
ー

講
師　
大
堀　
聰　
先
生
（
早

　
稲
田
大
学
基
幹
理
工
学
部
）

　
ほ
か

対
象　
ど
な
た
で
も
（
親
子
で

　
の
参
加
歓
迎
）

定
員　
40
人
程
度
（
応
募
多
数

　
の
場
合
抽
選
）

※
応
募
者
全
員
に
後
日
連
絡
し

ま
す
。

費
用　
無
料

※
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
参
加
者

は
、
別
途
１
、
０
０
０
円
程
度

の
バ
ス
代
を
徴
収
予
定
で
す
。

申
込　

５
月
９
日
㈫
ま
で
に
、

　
氏
名
・
住
所
・
連
絡
先
・
年

　

齢
（
学
年
）
を
記
入
の
う
え
、

　
フ
ァ
ッ
ク
ス
又
は
電
話
（
土
・

　
日
・
休
日
を
除
く
）
で
本
庄

　
早
稲
田
国
際
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク

　
へ

※
都
合
に
よ
り
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

※
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
は
、
各
地
の
環
境
保
全
活
動

の
視
察
及
び
体
験
活
動
と
し
て
、

新
潟
県
南
魚
沼
市
、
早
稲
田
大

学
所
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

★
（
公
財
）
本
庄
早
稲
田
国
際

　
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
☎
�
７
４

　
５
５
・
蕭
�
７
４
６
５

川
の
博
物
館
に
出
か
け
て
み

ま
せ
ん
か

①
か
わ
は
く
こ
ど
も
交
流
員

　
博
物
館
で
お
仕
事
体
験
を
し

よ
う
。
か
わ
は
く
を
紹
介
す
る

交
流
員
ス
タ
ッ
フ
に
な
り
お
仕

事
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　
低
学
年
向
け
チ
ー
ム
と
中
・

高
学
年
向
け
チ
ー
ム
に
分
か
れ

て
体
験
し
ま
す

日
時　
４
月
15
日
㈯　
午
前
９

　
時
15
分
～
午
後
０
時
30
分

対
象　
４
歳
～
12
歳
（
小
学
生

　
ま
で
）

参
加
費　
３
０
０
円（
材
料
費
）

定
員　
各
チ
ー
ム
５
人
（
先
着

　
順
）

②
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
で
虫
を

作
ろ
う

　
紙
を
使
っ
て
、
テ
ン
ト
ウ
ム

シ
を
つ
く
り
ま
す
。

日
時　
４
月
22
日
㈯　
午
前
９

　
時
30
分
～
11
時
30
分
、
午
後

　
１
時
30
分
～
３
時
30
分

※
午
前
、
午
後
同
一
内
容
で
す
。

対
象　
小
学
校
３
年
生
以
上

参
加
費　
５
０
０
円（
材
料
費
）

定
員　
各
回
20
人
（
先
着
順
）

《
①
②
共
通
》

申
込　
電
話
又
は
直
接
左
記
へ

★ 
埼
玉
県
立
川
の
博
物
館

　
☎
０
４
８—

５
８
１—

７
３

　
３
３

日　程 テーマ
５月20日㈯ 大久保山散策（オオタカ、シジュウカラ観察）
６月17日㈯ 循環型農業（サツマイモの作付け）と散策
７月１日㈯ エクスカーション（南魚沼市清水集落とブナ林の下刈り）
９月９日㈯ 大久保山の歴史と塚本山散策
10月14日㈯ 循環型農業（サツマイモの収穫）と散策
11月18日㈯ エクスカーション（所沢キャンパス散策）
12月16日㈯ 里山保全作業（落ち葉かき）

平成30年１月20日㈯ 1 年間の活動の振り返りと散策

　1947（昭和22）年９月、カスリーン台風に
よる洪水で利根川が決潰しました。
　そのカスリーン台風襲来から70年となる今
年、水害の恐ろしさ、防災、避難の重要性を
改めて認識していただくため、本庄市を含め
た49市区町により「利根川上流カスリーン台
風70年実行委員会」が設立されました。
　市では、下記により「カスリーン台風の被
害写真などのパネル展」を実施します。
日時　５月17日㈬～23日㈫
　　　市役所開庁時間
会場　市役所１階市民ホール
※「利根川上流カスリーン台風70年実行委員
会」の取り組みについて、詳しい情報は利根
川上流河川事務所ホームページでご覧いただ
けます。

★道路管理課☎�１１３５

敷
金
（
賃
貸
住
宅
）
ト
ラ

ブ
ル
１
１
０
番

　
埼
玉
弁
護
士
会
、
埼
玉
司
法

書
士
会
で
は
、
敷
金
（
賃
貸
住

宅
）
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
無
料

電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

日
程　
４
月
８
日
㈯
、
９
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

相
談
番
号　
☎
０
４
８—

８
３

　
８—

１
８
８
９
（
当
日
の
み

　
通
話
可
）

相
談
料　
無
料

※
通
話
料
は
か
か
り
ま
す
。

★
埼
玉
司
法
書
士
会
事
務
局

　
☎
０
４
８
―
８
６
３
―
７
８

　
６
１

無
料
出
張
法
律
相
談
会

①
日
時　
４
月
18
日
㈫

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場　
寄
居
町
中
央
公
民
館

②
日
時　
４
月
20
日
㈭

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場　
深
谷
市
男
女
共
同
参
画

　
推
進
セ
ン
タ
ー
（
Ｌ
・
フ
ォ

　
ル
テ
）
キ
ラ
ラ
上
柴
内
（
ア

　
リ
オ
深
谷
３
階
）

《
①
②
共
通
》

相
談
内
容　
相
続
、
遺
言
、
登

　
記
、
債
務
整
理
、
成
年
後
見
、

　
不
動
産
の
名
義
変
更
な
ど

相
談
方
法　
平
日
午
前
10
時
か

　
ら
午
後
４
時
ま
で
に
、
下
記

　
へ
電
話
で
予
約
（
完
全
予
約

　
制
）

予
約
番
号　
☎
０
４
８
―
８
３

　
８
―
７
４
７
２

相
談
料　
無
料

※
相
談
は
、
埼
玉
司
法
書
士
会

会
員
の
司
法
書
士
が
面
談
に
よ

り
行
い
ま
す
（
１
組
１
時
間
）。

★
埼
玉
司
法
書
士
会
事
務
局

　
☎
０
４
８
―
８
６
３
―
７
８

　
６
１

本
庄
市
体
育
協
会
主
催

春
季
市
民
テ
ニ
ス
大
会

日
程

・
４
月
23
日
㈰

　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
予
選

・
４
月
29
日
㈷

　
男
子
・
女
子
ダ
ブ
ル
ス

・
４
月
30
日
㈰

　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
本
戦

　
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
シ
ニ
ア
ダ
ブ
ル
ス

会
場　
若
泉
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

参
加
資
格　
本
庄
市
児
玉
郡
在

　
住
・
在
勤
・
在
学
者
及
び
協

　
会
員

※
シ
ニ
ア
ダ
ブ
ル
ス
は
、
ペ
ア

の
合
計
年
齢
が
女
子
ダ
ブ
ル
ス

で
は
90
歳
以
上
、
ミ
ッ
ク
ス
ダ

ブ
ル
ス
で
は
１
０
０
歳
以
上
、

男
子
ダ
ブ
ル
ス
で
は
１
１
０
歳

以
上
と
し
ま
す
。

参
加
費　
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ

　
ル
ス
（
１
組
）

　
学　
生　
１
、
５
０
０
円

　
一　
般　
２
、
０
０
０
円

　
協
会
員　
１
、
５
０
０
円

申
込　
４
月
20
日
㈭
ま
で
に
本

　
庄
市
テ
ニ
ス
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
（http://w

w
w

.honjo-

　

ta.org/

）
か
ら
申
し
込
み

　
又
は
電
話
で
左
記
へ

★
大
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
Ｋ

　
内
）
☎
�
７
３
３
１

 

市
民
ゴ
ル
フ
第
58
回
大
会

日
程　
５
月
17
日
㈬

会
場　
北
武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
ク

　
ラ
ブ

参
加
資
格　
市
内
在
住
・
在
勤
・

　
在
学
者

費
用
（
昼
食
代
等
を
含
む
）

・
参
加
費　
　
４
、
０
０
０
円

・
年
会
費　
　
１
、
０
０
０
円

・
プ
レ
ー
費　
５
、
９
９
０
円

申
込　
４
月
30
日
㈰
ま
で
に
電

　
話
で
左
記
へ

★
サ
ン
メ
ン
バ
ー
ズ
・
関
根

　
　
　
　
　
　
☎
�
３
３
３
３

は
じ
め
て
の
卓
球
教
室

日
時　
５
月
９
日
か
ら
30
日
ま

　
で
の
毎
週
火
曜
日　
全
４
回

　
午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

会
場　
シ
ル
ク
ド
ー
ム

講
師　
市
卓
球
連
盟
指
導
者

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

　
学
者

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
室
内

　
用
シ
ュ
ー
ズ
、
ラ
ケ
ッ
ト

申
込　
４
月
13
日
㈭
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
左
記
へ

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

弓
道
教
室

日
時　
５
月
９
日
か
ら
６
月
９

　
日
ま
で
の
毎
週
火
・
金
曜
日

　
全
10
回

○
昼
の
コ
ー
ス

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

○
夜
の
コ
ー
ス

　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

会
場　
弓
道
場

講
師　
市
弓
道
連
盟
指
導
者

対
象　
高
校
生
以
上
の
市
内
在

　
住
・
在
勤
・
在
学
者

定
員

　
各
コ
ー
ス
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
１
、
０
０
０
円

用
意　
運
動
す
る
服
装

申
込　
４
月
12
日
㈬
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
左
記
へ

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

 

柔
道
教
室

日
時　
５
月
10
日
か
ら
６
月
21

　
日
ま
で
の
毎
週
水
曜
日　
全

　
７
回　
午
後
６
時
30
分
～
８

　
時
30
分

会
場　
武
道
館

講
師　
市
柔
道
連
盟
指
導
者

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

　
学
者

参
加
費　
無
料

申
込　
４
月
11
日
㈫
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
左
記
へ

※
柔
道
着
の
貸
与
あ
り
。

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

ス
ポ
ー
ツ



くらしの情報 Station

25 平成29年４月１日号 24

早
朝
テ
ニ
ス
教
室

日
時　
５
月
14
日
か
ら
７
月
２

　
日
ま
で
の
毎
週
日
曜
日　
全

　
８
回　
午
前
７
時
～
９
時

会
場　
若
泉
第
１
テ
ニ
ス
コ
ー

　
ト

講
師　
市
テ
ニ
ス
協
会
指
導
者

対
象　
高
校
生
以
上
の
市
内
在

　
住
・
在
勤
・
在
学
者
及
び
テ

　
ニ
ス
協
会
員

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
一
般　
３
、
０
０
０
円

　
　
協
会
員　
２
、
５
０
０
円

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
テ
ニ

　
ス
シ
ュ
ー
ズ
・
ラ
ケ
ッ
ト

申
込　
４
月
14
日
㈮
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
左
記
へ

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
初
心
者

及
び
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
教
室

日
時　
５
月
18
日
か
ら
６
月
15

　
日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日　
全

　
５
回　
午
前
10
時
～
正
午

会
場　
市
民
体
育
館

講
師　
日
本
体
育
協
会
公
認
ス

　
ポ
ー
ツ
指
導
員
ほ
か

対
象　
初
心
者
及
び
初
級
者
、

　
中
級
者
の
市
内
在
住
・
在
勤
・

　
在
学
者

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
１
、
０
０
０
円

※
初
日
に
集
金
し
ま
す
。

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
室
内

　
用
シ
ュ
ー
ズ
、
ラ
ケ
ッ
ト
（
所

　
持
者
）

申
込　
４
月
18
日
㈫
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
左
記
へ

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

本
庄
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
主
催

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

教
室

日
時　
５
月
１
日
か
ら
29
日
ま

　
で
の
毎
週
月
曜
日　
全
５
回

　
午
前
９
時
～
正
午

会
場　
若
泉
運
動
公
園　
第
２

　
グ
ラ
ウ
ン
ド

講
師　
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
協
会
指
導
員

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

　
学
者

※
障
害
が
あ
る
人
も
参
加
で
き

ま
す
。

参
加
費　
無
料

申
込　
４
月
６
日
㈭
か
ら
20
日

　
㈭
ま
で
に
電
話
又
は
直
接
体

　
育
課
へ

※
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
用
具
の

貸
出
あ
り
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
グ
ラ

　
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
・
田
中

　
（
☎
�
６
７
９
９
）
へ

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

市
民
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド

ゴ
ル
フ
教
室

日
時　
５
月
６
日
か
ら
20
日
ま

　
で
の
毎
週
土
曜
日　
全
３
回

　
午
前
９
時
～
正
午

会
場　
陽
だ
ま
り
の
丘
Ｔ
Ｂ
Ｇ

　
コ
ー
ス
（
シ
ル
ク
ド
ー
ム
南

　
側
）

講
師　
全
日
本
Ｔ
Ｂ
Ｇ
協
会
認

　
定
指
導
員

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
者

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
汗
拭

　
き
用
タ
オ
ル
、
飲
み
物

※
用
具
は
貸
出
し
ま
す
。

申
込　
４
月
11
日
㈫
か
ら
27
日

　
㈭
ま
で
に
電
話
又
は
直
接
体

　
育
課
へ

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
Ｔ
Ｂ

　
Ｇ
協
会
・
新
井
（
☎
�
９
４

　
７
９
）
へ

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

 

市
民
の
体
力
増
進
教
室

①
体
力
増
進
運
動
教
室

日
時　
５
月
７
日
㈰　
午
前
９

　
時
～
正
午

会
場　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
３
階

　
活
動
室
Ｆ

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
飲
み

　
物

②
春
祭
り
と
あ
わ
せ
た
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ

日
時　
５
月
14
日
㈰　
午
前
９

　
時
～
正
午

集
合
場
所　
本
庄
総
合
公
園
（
シ

　
ル
ク
ド
ー
ム
前
）

用
意　
歩
き
や
す
い
服
装
、
昼

　
食
、
飲
み
物
、
雨
具
等

《
①
②
共
通
》

講
師　
本
庄
歩
こ
う
会
会
員

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
者

定
員　
各
教
室
30
人（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

申
込　
当
日
会
場
で
受
付

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
本
庄
歩

　
こ
う
会
・
木
村
（
☎
�
７
９

　
６
２
）
へ

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

日時　５月14日㈰
　　　開場：午前11時　試合開始：午後１時
会場　本庄総合公園市民球場
※本庄総合公園春まつりが同時開催されます。
チケット販売
チケットは、シルクドーム、エコーピア、湯かっこ
他で４月10日㈪より販売します。

２０１７イースタン・リーグ公式戦
埼玉西武ライオンズVS読売ジャイアンツ

※全席自由席、小学生未満は無料。
※当日券のみ、西武ライオンズファンクラブ会員証　　　
　提示で外野席200円割引。
★本庄市プロ野球等開催実行委員会
（シルクドーム内）☎�５６７７

発売券種 前売料金 当日料金
内野席

（椅子）
大人 1,200円 1,500円

小・中学生 300円 500円
外野席

（芝生）
大人 400円 600円

小・中学生 100円 300円

◎
開
催
場
所
の
記
載
が
な
い
も

の
は
、
主
催
公
民
館
が
会
場
で

す
。
申
し
込
み
は
い
ず
れ
も
午

前
８
時
30
分
か
ら
で
す
。

※
費
用
の
か
か
る
講
座
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、
費

用
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

本
庄
公
民
館　
☎
�
７
３
８
３

◆
初
心
者
写
真
教
室

日
時　
５
月
11
日
か
ら
25
日
ま

　
で
の
毎
週
木
曜
日　
全
３
回

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

講
師　
根
岸　
久　
先
生

内
容　
撮
影
の
初
歩
を
学
ぶ

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
又
は

　
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ

申
込　
４
月
18
日
㈫
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ

◆
ワ
ー
ド
基
礎
講
座

日
時　
５
月
８
日
か
ら
６
月
５

　
日
ま
で
の
毎
週
月
曜
日　
全

　
５
回　
午
前
９
時
～
正
午

場
所　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
３
階

　
Ｉ
Ｔ
活
動
室

講
師　
南　
徳
美　
先
生

定
員　
24
人
（
先
着
順
）

費
用　
３
、
０
０
０
円

用
意　
筆
記
用
具

申
込　
４
月
20
日
㈭
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ

◆
エ
ク
セ
ル
基
礎
講
座

日
時　
５
月
８
日
か
ら
６
月
５

　
日
ま
で
の
毎
週
月
曜
日　
全

　
５
回　
午
後
１
時
～
４
時

場
所　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
３
階

　
Ｉ
Ｔ
活
動
室

講
師　
南　
徳
美　
先
生

定
員　
24
人
（
先
着
順
）

費
用　
３
、
０
０
０
円

用
意　
筆
記
用
具

申
込　
４
月
20
日
㈭
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ

本
庄
東
公
民
館
☎
�
３
４
０
４

◆
ベ
ネ
チ
ア
ン
ガ
ラ
ス
ア
ー
ト

教
室

日
時　
５
月
16
日
㈫

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

講
師　
大
類　
敏
美　
先
生
（
ガ

　
ラ
ス
フ
ュ
ー
ジ
ン
グ
イ
ン
ス

　
ト
ラ
ク
タ
ー
）

内
容　
お
し
ゃ
れ
な
銀
枠
を
使
っ

　
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ベ
ネ
チ
ア

　
ン
ガ
ラ
ス
ペ
ン
ダ
ン
ト
ト
ッ

　
プ
を
製
作
（
丸
型
、
し
ず
く

　
型
が
選
べ
ま
す
。
申
込
時
選

　
択
）

※
公
民
館
に
サ
ン
プ
ル
が
あ
り

ま
す
。

定
員　
10
人
（
先
着
順
）

費
用　
２
、
８
０
０
円

用
意　
ピ
ン
セ
ッ
ト
、
飲
み
物

申
込　
４
月
14
日
㈮
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ
（
月
・

　
火
・
水
・
金
の
み
連
絡
可
）

 

本
庄
南
公
民
館
☎
�
８
７
８
５

◆
ハ
ワ
イ
ア
ン
リ
ボ
ン
教
室

日
時　
4
月
23
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

講
師　
福
井　
利
美　
先
生

　
（
ラ
ッ
ピ
ン
グ
協
会
認
定
講
師
）

内
容　
色
と
り
ど
り
の
リ
ボ
ン

　
を
使
っ
て
、
リ
ボ
ン
ス
ト
ラ
ッ

　
プ
を
編
み
上
げ
る

定
員　
10
人
（
先
着
順
）

費
用　
５
０
０
円

用
意　
は
さ
み
、
筆
記
用
具

申
込　
4
月
10
日
㈪
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ

 

藤
田
公
民
館　
☎
�
２
３
３
２

◆
歩
い
て
発
見
健
康
づ
く
り

「
ミ
ス
テ
リ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

は
に
ぽ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
対
象
事
業

日
程　
４
月
21
日
㈮
・
５
月
９

　
日
㈫
・
16
日
㈫　
午
前
９
時
～

　
午
後
４
時

※
少
雨
決
行
。

※
藤
田
公
民
館
集
合
・
解
散

講
師　
新
井　
光
夫　
先
生

内
容　
史
跡
の
再
発
見
で
脳
も

　

体
も
活
性
化
す
る
楽
し
い

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

※
コ
ー
ス
は
当
日
発
表
。

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

費
用　
１
５
０
円
（
各
回
）

※
保
険
代
込
・
拝
観
料
別
。　

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
運
動

　
靴
、
帽
子
、
飲
み
物
、
弁
当
、

　
雨
具　
　
　
　
　

申
込　
４
月
11
日
㈫
午
後
１
時

　
か
ら
電
話
で
公
民
館
へ

仁
手
公
民
館　
☎
�
３
５
３
８

◆
飾
り
巻
き
寿
司
教
室

日
時　
４
月
25
日
㈫

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

講
師　
市
食
生
活
改
善
推
進
員

内
容　
端
午
の
節
句
を
テ
ー
マ

　
と
し
た
太
巻
き
寿
司
を
作
る

定
員　
12
人

費
用　
６
０
０
円

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
用

　
タ
オ
ル
、
三
角
巾
、
持
ち
帰

　
り
容
器

申
込　
４
月
10
日
㈪
か
ら
電
話

　
で
公
民
館
へ
（
月
・
火
・
木
・

　
金
の
み
連
絡
可
）

旭
公
民
館　
　
☎
�
５
９
４
０

◆
布
ぞ
う
り
作
り
教
室

日
時　
４
月
25
日
か
ら
５
月
16

　
日
ま
で
の
毎
週
火
曜
日　
全

　
４
回　
午
後
２
時
～
４
時

講
師　
荒
井　
美
代
子　
先
生

内
容　
身
近
な
古
布
を
再
利
用

　
し
て
室
内
履
き
や
イ
ン
テ
リ

　
ア
と
し
て
利
用
で
き
る
素
敵

　
な
布
ぞ
う
り
を
編
む

費
用　
３
０
０
円
（
材
料
・
資

　
料
代
）

用
意　
洗
濯
ば
さ
み
２
個
、
は

　
さ
み
、
も
の
さ
し
、
の
り
、

　
５
号
位
の
か
ぎ
針
、
筆
記
用

　
具
、
作
業
の
し
や
す
い
服
装

　
（
材
料
は
講
師
が
用
意
）

申
込　
４
月
13
日
㈭
か
ら
電
話

　
で
公
民
館
へ
（
月
・
火
・
木
・

　
金
の
み
連
絡
可
）

※
１
回
の
通
話
で
１
人
受
付
。

公
民
館
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北
泉
公
民
館　
☎
�
２
４
８
４

◆
春
の
和
菓
子
作
り
教
室

日
時　
４
月
20
日
㈭　
午
前
９

　
時
20
分
～
正
午

講
師　
渡
辺　
美
奈　
先
生

内
容　
練
り
切
り
菓
子
を
細
工

　
し
季
節
の
上
生
菓
子
を
作
る

定
員　
12
人
（
先
着
順
）

費
用　
１
、
０
０
０
円
（
材
料

　
費
）

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、
筆
記
用

　
具

申
込　
４
月
10
日
㈪
か
ら
電
話

　

又
は
直
接
公
民
館
へ
（
月
・

　
火
・
水
・
木
の
み
連
絡
可
）

 

◆
母
の
日
歌
声
講
座
～
あ
り
が

と
う
母
に
感
謝
～

日
時　
５
月
10
日
㈬

　
　
　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

講
師　
松
村　
正　
先
生

内
容　
母
に
ま
つ
わ
る
歌
を
日

　
頃
の
感
謝
を
込
め
て
一
緒
に

　
歌
い
ま
し
ょ
う

定
員　
40
人
（
先
着
順
）

申
込　
４
月
10
日
㈪
か
ら
電
話

　

又
は
直
接
公
民
館
へ
（
月
・

　
火
・
水
・
木
の
み
連
絡
可
）

児
玉
公
民
館
（
ア
ス
ピ
ア
こ
だ

ま
内
）　　
　

 

☎
�
４
７
８
９

◆
春
野
菜
の
料
理
教
室

日
時　
４
月
26
日
㈬　
午
前
９  

　
時
30
分
～
午
後
１
時

講
師　
森
谷　
典
子　
先
生

内
容　
旬
の
野
菜
を
料
理
す
る

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

費
用　
４
０
０
円

用
意　
三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン
、

　
手
拭
き
用
タ
オ
ル

申
込　
４
月
12
日
㈬
か
ら
電
話

　

又
は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・

　
水
・
金
・
土
の
み
連
絡
可
）

共
和
公
民
館　
☎
�
０
３
３
７

　
◆
初
心
者
の
大
正
琴
体
験
教
室

日
時　
４
月
15
日
㈯
・
22
日
㈯
、

　
５
月
13
日
㈯
・
20
日
㈯
・
27

　
日
㈯　
全
５
回　
午
前
９
時

　
30
分
～
11
時
30
分

講
師　
萩
原　
洋
子　
先
生

　
（
琴
伝
流
上
級
師
範
）

定
員　
10
人
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
筆
記
用
具

※
琴
は
教
室
で
用
意
し
ま
す
。

申
込　
４
月
８
日
㈯
か
ら
電
話

　

又
は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・

　
水
・
金
・
土
の
み
連
絡
可
）

◆
い
ち
ご
の
ム
ー
ス
作
り
教
室

日
時　
４
月
26
日
㈬

　
①
午
前
10
時
30
分
～
正
午　

　
②
午
後
１
時
30
分
～
３
時

※
ど
ち
ら
か
１
回
を
選
択
。

講
師　
今
村　
悦
子　
先
生

定
員　
各
回
12
人
（
先
着
順
）

費
用　
６
０
０
円

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
用

　
タ
オ
ル

申
込　
４
月
12
日
㈬
か
ら
電
話

　

又
は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・

　
水
・
金
・
土
の
み
連
絡
可
）

◆
腰
痛
に
効
く
ヨ
ガ
教
室

は
に
ぽ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
対
象
事
業

日
時　
５
月
11
日
㈭
・
18
日
㈭

　
全
２
回　
午
後
１
時
30
分
～

　
３
時

講
師　
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ｏ　
先
生（
イ

　
ン
ド
政
府
公
認
）

内
容　
簡
単
に
で
き
、
腰
痛
の

　
予
防
や
改
善
に
効
果
の
あ
る

　
ヨ
ガ
の
実
技
を
体
験
す
る

定
員　
10
人
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
又
は
大
判

　
タ
オ
ル
、
動
き
や
す
い
服
装
、

　
飲
み
物
、
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル

申
込　
４
月
14
日
㈮
か
ら
電
話

　

又
は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・

　
水
・
金
・
土
の
み
連
絡
可
）

児
玉
中
央
公
民
館（
セ
ル
デ
ィ
）

　
　
　
　
　

   

☎
�
８
８
５
１

◆
月
釜
茶
会

 

お
茶
会
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
毎
月
第
２
日

曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。（
た

だ
し
、
１
月
と
８
月
は
お
休
み

で
す
）
会
場
へ
直
接
お
越
し
く

だ
さ
い
。

日
時　
４
月
９
日
㈰

               

午
後
１
時
～
４
時

費
用　
５
０
０
円
（
茶
・
菓
子  

　
代
）

◆
コ
ー
ラ
ス
教
室
・
歌
を
楽
し

も
う
！

日
時　
４
月
23
日
㈰
、
５
月
７

　
日
㈰
、
14
日
㈰
、
６
月
４
日

　
㈰　
全
４
回　
午
後
１
時
30

　
分
～
３
時
30
分

講
師　
小
浦
方　
美
知
枝　
先

　
生
（
本
庄
市
児
玉
郡
合
唱
連

　
盟
副
理
事
長
）

対
象　
高
校
生
以
上

内
容　
歌
い
方
の
基
礎
を
学
ん

　
だ
後
、
パ
ー
ト
に
分
か
れ
て

　
合
唱
す
る

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
飲
み
物
、
筆
記
用
具

申
込　
４
月
10
日
㈪
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ　
　
　

★今月の児童図書
ながいかみのラプンツェル
              フェリクス・ホフマン 絵
こどもお金の教科書
                   こばやし てるひろ 著
地球儀で探検！          渡辺 一夫 著
塩田の運動会
     那須 正幹 作・田頭 よしたか 画

★今月の児童図書
ワクワクお花屋さん気分
                               今野 政代 著
とんとんだあれ？
                 マレーク・ベロニカ 作
わたしだけのものがたり
     パメラ・ザガレンスキー 作・絵
ネコの家庭教師　    南部 和也 さく

新 着 図 書 案 内 イ ベ ン ト

児 玉 分 館

図書館（本館）

開館時間／午前９時30分～午後６時15分
休 館 日／毎週月曜日
ホームページアドレス　http://www.lib.honjo.saitama.jp/

たのしいおはなし会

 絵本と
 わらべうたのおはなし会

庭の小鳥

さっぱりと欲ばらず

大接近！工場見学２

みどりの町をつくろう

中西 貴美子 写真・文　淡交社

吉沢 久子 著　中央公論新社

高山 リョウ 構成・文　岩崎書店

アラン ドモランド さく　福音館書店

自然のままの姿を写
真に収め、まるで庭
に遊びにくる小鳥た
ちを窓の隙間から見
るような素敵な写真

99歳の吉沢久子が、
世間体を気にしない
素敵な生き方、家事
を楽しくこなす方法
を綴る。

巨大な竜巻が小さな
町を壊してしまいま
した。しかし、町の
人々は希望を失うこ
となく・・・。実話
を元に描かれた絵本。

大 人 気 の ア イ ス
キャンディー「ガリ
ガリ君」。実は、本
庄市の工場で作ら
れているって、知っ
ていましたか？「ガ
リガリ君」の秘密を、
のぞいてみよう !!

★今月の一般図書
アはアナキストのア　    大澤 正道 著
帰還兵はなぜ自殺するのか
　　　  デイヴィッド・フィンケル 著
ねこ背は10秒で治せる！
                                  小林 篤史 著
小説ライムライト
           チャールズ・チャップリン 著

★今月の一般図書
ダム大百科　　　　    萩原 雅紀 監修
孤独論　　　　　　       田中 慎弥 著
ついに、来た？　　       群 ようこ 著
わたくしたちの旅のかたち
               兼高 かおる・曽野 綾子 著
おとなの頭を磨く生き方講座
                                  陰山 英男 著

図 書 館 だ よ り

対象　保育園・幼稚園入園前の
　　　お子さんと保護者
内容　絵本の読み聞かせやわら
　　　べうたなど
◇本　館
日時　４月６日㈭
　　　５月11日㈭　
　　　午前11時～11時30分
◇児玉分館
日時　４月12日㈬
　　　５月10日㈬　
　　　午前11時～11時30分

◇本　館
日時　４月８日㈯　
         午前11時～11時30分
　 　  ４月22日㈯
         午後２時～２時30分
内容 「春」をテーマとした絵
　　　本やおはなしなど　
協力　よみきかせサークル「本   
        庄ほんの会」のみなさん
◇児玉分館
日時　４月８日㈯　
         午前11時～11時30分
内容　「友達」をテーマとした
　　　絵本やおはなしなど
協力　こだまお話しの会・語り   
          の会「ことより」のみな  
         さん

本館☎�３７４６／児玉分館☎�１７８３

●日時　８月６日㈰
　①開場　午後０時30分（１時開演）
　②開場　午後３時（３時30分開演）
※日本語上演。上演時間60分。
●費用　３、０００円
　（税込・全席指定）
※２歳以下膝上鑑賞無料。ただし座席が必要な
場合は有料。
●申込　４月８日㈯午前10時より本庄市民文化　
　会館及び各プレイガイドで発売
★本庄市民文化会館☎�２８４１

本庄市民文化会館
見て・触れて・学べる
体験型ショー

恐竜どうぶつ園
～ティラノサウルスがやってくる！～

集です。いま、お庭を覗いてみませんか。

本庄高校図書館地域開放日
（毎週土曜日）

◎午前９時～午後４時45分
　４月15日
◎午後１時～４時45分
　４月22日
★本庄高校図書館☎�１１９５



児童センターは小学生までの子どもたちが自由に集い、遊べる子どものための場所です。また、小さいお
子さんを連れたお母さんたちの交流の場としても自由にご利用ください。
利用時間：月曜日～土曜日 ( 休日・年末年始を除く ) 午前９時～午後５時 

前原児童センター☎�９８２０、日の出児童センター☎�０４２０、児玉児童センター☎�６８０５

子育て支援のお知らせ

児童
センター

≫
携
帯
用

≫
ス
マ
ホ
用

ママ
  サロン

育児相談
  ・学級

つどいの広場　乳幼児の親子が交流
ホームページで詳しくチェック！！

担当の保育士が常駐し、親子でふれあうあそびの講座や育児相談等も受けています。

日時　月・水・金曜日（休日を除く）　

　　　午前９時～午後２時（午前 10 時～ 11 時の間は下記の講座を開催）

ママサロンでは、親子で楽しめる歌や手遊び、絵本の
読み聞かせなどをしています。育児相談も受けていま
す。初めて参加するママも大歓迎です。

●会場　子育て支援センター（いずみ保育所内）☎�４８９１
日　程 時　間

４月 11・18・25 日の火曜日 午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分
※本庄子育てネットのご協力により開催しています。

●会場　本庄市保健センター☎�２００３
相談・学級 内　　容 日　　時 申　　込

すくすく相談 身長・体重の計測、育児・
栄養相談

４月28日㈮・５月17日㈬
午前９時30分～11時（15分ごとに実施)
※５月17日㈬はアスピアこだまで実施

定員あり。
各実施月の１日から本庄市保健センターへ
※母乳相談は初回相談者優先。母乳相談 母乳に関する相談

おや親タマゴ
「はじめて生活
with ベビー」

ココロもカラダも満タン編
妊娠中の生活・栄養・マタニ
ティビクスなど

４月13日㈭
午前９時30分～11時30分 定員あり（随時受付）

※参加人数や当日の流れにより終了時
刻が超過する場合があります。やってみよう編

赤ちゃんのお風呂の入れ方、
妊娠体験など

４月15日㈯
午前９時30分～11時30分

HAPPY BIRTHDAY　　４月生まれのみんな

【歌のミニミニコンサート】

開催日　前原：４月24日㈪

歌 吉見万里子先生　　ピアノ 榎もとみ先生
季節の歌や、パネルシアター、いつまでも歌い継がれていっ
てほしい童謡などを聴かせてくれる楽しい時間です。一緒に
歌ってみましょう。

親子でふれあうあそびの講座（午前 10 時～ 11 時）

【消防訓練】

開催日　児玉：４月７日㈮　

避難訓練をしてから、消防署
に行って消防車や救急車を見
学します。終了後に災害備蓄
品のおかゆをプレゼント。

つどいの広場の中で乳幼児の親子で楽しめる参加自由（内容により制限あり）の講座を開催しています。下記以外にもたく
さんの講座があります。詳しくは各児童センター等で配布するおたより又は市ホームページをご覧ください。

今月のオススメ講座！！

【ようこそ「ゆうゆう」へ】
※子育て応援団「本庄びすけっと」のご協力で開催しています。

開催日　前原：４月14日㈮　日の出：４月19日㈬　

　　　　児玉：４月26日㈬

♪輪になってあそぼう　
みんなで大きな丸を作って、おてだまやバルーンなどを使っ
て楽しくあそびましょう。

【スキンシップ遊び　講師：斉藤小百合先生】

開催日　前原：４月10日㈪　日の出：４月５日㈬

　　　　児玉：４月14日㈮

親密な大人とのスキンシップを多く取ることで、◆愛情が深
まる◆安心感や信頼感を生み出す◆自立を促す◆社会性が高
まる◆IQが高くなる◆ストレス耐性が上がる…などの効果が
あると言われています。ぜひ、スキンシップを多く取ってあ
げたいものですね。

【親子体操　講師：立石明子先生】

開催日　前原：４月28日㈮　日の出：４月12日㈬

　　　　児玉：４月17日㈪

前原ではマット運動、日の出で
は鉄棒、児玉では跳び箱を中心
に、楽しく元気に身体を動かし
ましょう。
まだ、歩行ができない低年齢の
お子さんも股関節を動かしたり、
身体をさすったり…違うメニュー
で楽しく過ごせます。

はにぽんキーホルダー作り

児童センターのイベント

か わ い い
皮 の キ ー
ホ ル ダ ー
作り

対象　小学生　定員　10人(先着順)
費用　100円（当日集金）
申込　４月８日㈯午前９時から
　　　電話又は直接下記へ
★前原児童センター ☎�９８２０　　　　

日時　４月 22 日㈯　午前 10 時～

やさしい卓球教室ラ ケ ッ ト
を 持 っ て
楽 し い 卓
球を

講師　飯島市郎先生（市卓球連盟）
対象　小学生　
定員　10人(先着順)
用意　飲み物、汗拭き用タオル、
　　　動きやすい服装、運動靴
申込　４月８日㈯午前９時から電話又は直接下記へ
★児玉児童センター ☎�６８０５　　　　

日時　４月 22 日㈯　午後２時～

市内には下記の３か所の児童センターがありま
す。児童センターでは、乳幼児から小学生ま
での児童が自由に遊ぶことができます。また、

小さいお子さんを連れたお母さんやお父さんたちの交
流の場としても自由にご利用ください。
　たくさんの遊具、たくさんのお友達と遊ぶ、ママ友
やパパ友と子育ての悩みを共有する、子どもも大人
も児童センターで交流しましょう。左記の講座なども
行っています。ぜひご利用ください。
●前原児童センター（前原 1 − 4 − 13）
●日の出児童センター（日の出 2 − 5 − 56）
●児玉児童センター（児玉町八幡山 368）
利用日時　月曜～土曜日（祝日・年末年始を除く）
　　　　　午前９時～午後５時

児童センターで遊ぼう

岡
お か だ

田 梢
こずえ

ちゃん
１歳　栄

大
おおしま

島 晃
こ う き

輝ちゃん
１歳　東台

岡
お か べ

部 祥
しょうだい

大ちゃん
１歳　けや木

古
こ う ら

浦 博
ひ ろ と

人ちゃん
１歳　児玉町児玉南

田
た じ ま

島 篤
あ つ と

人ちゃん
１歳　西富田

髙
たかはし

橋 歩
あゆむ

ちゃん
１歳　児玉町蛭川

佐
さ く ま

久間 心
こ は る

春ちゃん
１歳　下野堂

平
ひ ら の

野 橙
と う い

生ちゃん
２歳　東五十子

和
わ だ

田 美
み お

緒ちゃん
１歳　緑

堀
ほ り え

江 杏
あ ん な

奈ちゃん
６歳　下野堂

鈴
す ず き

木 瑠
る な

菜ちゃん
３歳　児玉町児玉

塩
しおうら

浦 愛
あ い か

花ちゃん
２歳　緑

鈴
す ず き

木 慎
ま お

央ちゃん
１歳　児玉町保木野

飯
いいづか

塚 智
ち の

埜ちゃん
２歳　四方田

吉
よしかわ

川 愛
あ い り

莉ちゃん
３歳　早稲田の杜

富
と み た

田 一
い ち ほ

帆ちゃん
２歳　今井

５月にお誕生日を迎える小学校就学前のお
子さんの写真を募集中です。顔のはっきり
写ったお子さんの写真、氏名、ふりがな、
住所、生年月日、保護者の氏名、連絡先を
記入のうえ、下記のあて先へ郵送又は直接
持参してください。※応募多数の場合抽選

（未掲載のお子さんが優先）。応募写真は返却
できません。

あて先　〒367-8501　本庄市本庄3-5-3
本庄市役所秘書広報課広報広聴係
☎�1155　※締切は４月14日㈮（必着）
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      赤ちゃんマッサージ

      ＆ベビーサイン

　赤ちゃんとのコミュニケーションの充実を図
ります。赤ちゃんもお母さんも楽しめる内容に
なっておりますのでお気軽にご参加ください。
日時　４月 15 日㈯　午前 10 時～ 11 時
会場　日の出保育園保育室
対象　０歳児と保護者
費用　無料　　定員　15 人（先着順）　　
申込　電話で日の出保育園へ

１・２歳児対象「体験広場」

　上記のほかにも、体を使ったリズム遊びや、
おはなし会、季節の制作などの楽しい保育体験
を行っています。詳しくは下記へお問い合わせ
ください。
日時　毎月第３木曜日（５月から）
　　　午前 10 時～ 11 時
対象　１・２歳児
★日の出保育園☎�５２６３

　　 　　本庄市ファミリー・サポート・センター事業

   　 はじめてのオーケストラ

　ＮＨＫなどＴＶにも多数出演している人気楽
団がやってくる !! 子どもたちは体を揺らしなが
ら夢中で聴き、親からは歓声が上がる迫力の演
奏をお楽しみください。
日時　５月 14 日㈰　午前 10 時～ 11 時 30 分
会場　セルディ
対象　 市内在住の親子又は市内の保育園・幼稚

園に通っている親子
費用　無料　　定員　150 人（多数の場合抽選）
※当選結果はハガキにてご連絡いたします。
申込　 ４月 20 日㈭午後５時までに郵便番号、住

所、来場者全員の氏名、年齢、電話番号
を記入のうえメール又は電話で下記へ

★本庄市ファミリー・サポー
ト・センター（本庄市社協内）
☎�２７５５　
　shakyo@honjo-shakyo.or.jp

　　　　　 働くパパママを安心サポート！

　　  病児保育事業開始

　病気や体調不良で集団保育が困難な場

合で、保育が必要な児童をお預かりする
病児保育を４月１日より始めます。
対象　・市内に住所がある生後６か月～小学校６年生の児童
　　　 ・ 医療機関による入院治療の必要はないが、安静を要するた

め集団保育が困難な状況にある児童、保護者が仕事等の事
情により家庭で保育できない児童

場所　ふくしまキッズ保育園
　　　本庄市千代田１－２－ 20　☎�２０１０
利用時間　午前８時～午後６時
※第１・３・５日曜日、１月１日～２日はお休みです。
※連続して利用できる期間は、７日間までです。
利用料金　１日 2,000 円　５時間 1,000 円
利用定員　１日３人程度
※事前に登録・予約・申込が必要となりますので、詳しくは、直接
ふくしまキッズ保育園へお問い合わせください。
★子育て支援課☎�１１２８

　　　児童扶養手当・

　　　特別児童扶養手当の手当額改定

　平成 29 年４月分以降からの児童扶養手当・特別児童扶養手当の

手当額が下記のとおり変更になります。

児童扶養手当（月額）

子どもが１人の場合
全部支給：42,330 円→ 42,290 円

一部支給：42,320 円～ 9,990 円
　　　　　→ 42,280 円～ 9,980 円

子どもが２人目の加算額
全部支給：10,000 円→ 9,990 円
一部支給： 9,990 円～ 5,000 円
　　　　　→ 9,980 円～ 5,000 円

子どもが３人目以降の加

算額（１人につき）

全部支給： 6,000 円→ 5,990 円
一部支給： 5,990 円～ 3,000 円
　　　　　→ 5,980 円～ 3,000 円

特別児童扶養手当（月額）

１級 51,500 円　→　51,450 円

２級 34,300 円　→　34,270 円

子育て支援のお知らせ
お買い物をお得に

パパママ応援ショップ

優待カード

　県内や全国の協賛店で、

買い物や飲食をするときに

カードを提示することで、

各店が独自に決めた割引や

ポイントサービスなどの特

典を受けられます。

対　象　

中学校までの子どもや妊娠

中の人がいる家庭

配布先　

子育て支援課（市役所２

階）、市民福祉課（アスピ

アこだま内）、本庄市保健

センター

※県内の協賛店の最新情報

は下記で見られます。

埼玉県結婚・妊娠・出産・

子育て応援公式サイト

協賛店舗等募集中

　子育てしやすい社会作り

に貢献しませんか。協賛希

望の店舗等は、市ホーム

ページをご覧いただくか下

記へご連絡ください。

★子育て支援課

　☎�１１３０

お知らせ

ｎｅｗｓ

ＨＯＮＪＯ

お知らせ

ｎｅｗｓ

ＨＯＮＪＯ

イベント

ｅｖｅｎｔ

ＨＯＮＪＯ

イベント

ｅｖｅｎｔ

ＨＯＮＪＯ

こちらからメール
送信できます

　　　妊娠中のママや乳幼児を子育て中の人へ

　　　子育て応援モバイルサイトを利用していますか
お知らせ

ｎｅｗｓ

ＨＯＮＪＯ

妊娠中のママや乳幼児期のお子さんを子育てしている人を応援するため、子育て応
援モバイルサイトを開設しています。モバイルサイトに登録すると、妊娠週数や

お子さんの月齢・年齢に合わせた子育て応援メール「すくすくメール」
の配信やお子さんの生年月日にあわせた予防接種のスケジュールを作成
することができます。大変な子育てを少しでも手助けするためのサイト
です。ぜひ登録してみてください。 ▲まずはご登録を！

★子育て支援課☎�１１３０



33 平成29年４月１日号 32

みんなの健康ガイド ★本庄市保健センター☎�２００３
��※ お問い合わせは、午前８時 30 分からです。

３
月末に対象者に予診票を郵送しました。接種を希望する人は、予診票

を持参のうえ、同封した通知に記載の実施医療機関で接種を受けてく

ださい。なお、対象者で予診票が届いていない場合は、本庄市保健セ

ンターへお問い合わせください。

自己負担料が無料に

　検診の種類により 250 円～ 1,600 円程度掛かっ

ていた費用等がすべて無料になります。自己負担

なしですべての検診等が受けられます。

７月から集団検診の　　　　　　　　　　　
本庄会場が新保健センターに

　７月に完成する新しい保健センター（中央公民

館跡：北堀）には、健診・検査エリアがあり、広

い待合室や女性専用スペースがあり、より受診し

やすい環境になっています。

日　　時　

●普通救命講習Ⅰ（心配蘇生法、止血法、気道異物除去法）

　５月 13 日㈯、６月 17 日㈯、７月 14 日㈮、８月 26 日㈯　

　午前９時～正午

●普通救命講習Ⅱ（Ⅰの内容、座学・実技の効果測定）

　９月 16 日㈯　午前９時～午後１時

※ 15 人以上での申込みにより、上記日程以外で開催可能です。

場　　所　　児玉郡市広域消防本部中央消防署

 　　　　　 （西富田９０４―３）

対　　象　　 中学生以上の本庄市・児玉郡内在住・在勤・在

学者

定　　員　　30 人

※希望者が７人未満の場合、中止になることがあります。

申　　込　　 受講申請書に必要事項を記入のうえ、児玉郡市

広域消防本部中央消防署へ提出（開催１週間前

まで随時受付）

※受講申請書は、中央消防署で配付、又は広域組合ホームページからダウ

ンロードできます。

　いざというとき慌てず対応できるよう「命の助け方」に関する講

習会を開催いたします。この機会にぜひご参加ください。　　　　

★児玉郡市広域消防本部中央消防署☎㉔８３９５

医療メモ�本庄市児玉郡医師会広報部　「前立腺がん検診のすすめ」

対象者

① 今年度 65・70・75・80・85・90・95・100 歳に

なる人（平成 30 年３月 31 日現在）

※４月１日生まれの人は３月 31 日に満年齢に達します。

② 接種日時点で 60 歳以上 65 歳未満の人で、心臓・

じん臓・呼吸器の機能又はヒト免疫不全ウイル

スによる免疫機能に一定の障害を有する人

※対象者の人でも、既に肺炎球菌ワクチン（23 価肺炎球菌

莢膜ポリサッカライドワクチン）の接種を受けた人は接種

対象外です。

接種期間　

４月１日㈯～平成 30 年３月 31 日㈯

自己負担額　２,０００円

※生活保護世帯の人、中国残留邦人等支援受給者、東日本

大震災で被災された人は無料。

接種回数　１回のみ

※かかりつけ医が埼玉県内の他の市町村にいる場合、埼玉

県の接種協力医であれば接種できます。接種協力医につい

ては、かかりつけ医又は下記へお問い合わせください。

★本庄市保健センター☎㉔２００３

変わる！がん検診・特定健康診査等
がん検診と特定健診が同時受診可能に

　本庄市国民健康保険・後期高齢者医療制度加入

者を対象に、特定検診と同時に一部のがん検診を

受診することができるようになります。１日でさ

まざまな検査が可能に！

レディース健診を実施

　本庄会場で特定健診と乳がん・子宮頸がん検診

を受診希望の人は、同時に肺がん・結核検診、大

腸がん検診、胃がんリスク（ABC）検診を受診す

ることができます。

※がん検診・特定健康診査等の詳細については、広報ほんじょう５月１日号に掲載予定です。

ご不明な点は、本庄市保健センターまでお問い合わせください。

★本庄市保健センター☎㉔２００３

newprevention
平成 29 年度対象者

高齢者用肺炎球菌ワクチン予防接種を実施

　2000 年代に入ってから我が国では PSA( 前立腺

特異抗原 )を用いた前立腺がん検診が始まり、現

在多くの自治体や事業所が健康診断や人間ドック

で前立腺がん検診を行うようになりました。これ

により前立腺がんが多く見つけられるようになり

ました。

　前立腺がんの患者が増えるに伴い、前立腺がん

の治療も目覚ましい発展を遂げて来ました。従来

の開腹手術から腹腔鏡による手術に変わり、さら

にロボット支援手術など身体に負担が少ない低侵

襲性手術が多くの施設で行われるようになりまし

た。放射線治療においても格段の進歩を遂げ、周

囲の正常組織を避け限局して照射するようにコン

ピューターで管理された外部照射治療や前立腺内

に放射性物質を埋め込む小線源療法など、副作用

を極力減らす治療が行われるようになってきまし

た。

　また、前立腺がんが見つかったからと言って、

すべてが外科的又は放射線治療の対象になるので

はなく、悪性度が低いと考えられるがんには監視

療法といって、積極的な治療をしないで定期的検

査をしながら経過を追うことも行われ始めまし

た。画像診断も進歩をし続け、MRI( 磁気共鳴画

像法 )でより正確な診断と悪性度の評価ができる

ようになりました。診断を確定するのに必要な前

立腺生検も MRI で精度を高めることができ、場合

によっては生検を避けることも可能になってきま

した。

　このように早期がんに対しては、多くの選択肢

の中からその人の年齢や全身状態によって選ぶこ

とができるようになりました。しかしながら、残

念なことに前立腺周囲に浸潤していたり、転移し

ている進行がんで発見されることも少なからずあ

ります。また、内分泌療法や化学療法が効かない

抵抗性の前立腺がんもあり不幸な転機を迎えるこ

ともあります。このような結果を避けるためにも

前立腺がんの早期発見は必須です。

　この地域でも前立腺がん検診がスタートして数

年が経過します。多くの早期がんが見つかり治療

が行われ、完治した多くの人がいます。前立腺が

ん検診 (血液検査 )の受診率はまだ低く、少しで

も多くの人に受けていただきたいです。

８
ハチマルニイマル

０２０よい歯のコンクール 普通救命講習会

よい歯の高齢者を表彰

健康づくりはお口の中から

いざというときの「命」の

助け方

　２月９日、セルディで 8020

よい歯のコンクール表彰式と、

歯科講演会を開催しました。表

彰式では、80 歳以上で 20 本以

上の歯を保っている人を対象に

表彰を行い、今年度は 28 人が

受賞。市長より表彰状の授与と、

本庄市児玉郡歯科医師会長より

記念品が贈呈されました。

　講演会では、春山歯科医院の

春山親弘先生が「口から始まる

健康づくり」と題して、講演を

行いました。
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市民相談（４月～５月）　相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ※市役所の受付は、午前８時30分〜午後５時15分です。
相 談 名 相 談 日 時 な ど 会　場 問 い 合 わ せ
行 政 ４月20日㈭　午後１時〜４時

市役所１階 市民相談室 
   　　☎�１１１３
市民課☎�１１１２
　　　☎�１１１０

法 律

４月５日㈬・12日㈬・19日㈬・26日㈬　午後１時〜４時
◎５月の相談日

弁護士に
よる相談

５月10日㈬　午後１時〜４時　
定員＝６人（先着順)

司法書士に
よる相談

５月24日㈬　午後１時〜４時
定員＝６人（先着順)

労 働 法 律 ５月17日㈬　午後１時〜４時　定員＝６人（先着順)

不 動 産 ４月14日㈮・５月12日㈮　午後１時〜４時
相談員＝不動産無料相談員（宅地建物取引士）

年金・労働 ４月13日㈭　午後１時〜４時　
相談員＝社会保険労務士

税 務 ４月11日㈫・５月９日㈫　午後１時〜４時　
相談員＝税理士　

消 費 生 活

毎週月・水・木・金曜日（休日を除く）
午前９時30分〜正午、午後１時〜３時30分
※４月10日㈪はお休みです｡

市役所４階 商工観光課 商工観光課 ☎�１１７５

毎週火・金曜日（休日を除く）午前９時30分〜正午、
午後１時〜３時30分　※４月11日㈫はお休みです。

上里町役場２階
　　　　　産業振興課

上里町役場産業振興課
 ☎�１２３２

人 権
４月11日㈫・５月９日㈫　午後１時〜４時 アスピアこだま１階 

会議室３ 市民活動推進課
　　　　　　 ☎�１１１８４月25日㈫　午後１時〜４時 市役所市民相談室

家 庭 児 童 毎週月〜金曜日（休日を除く)　午前９時〜午後４時 市役所２階 子育て支援課 子育て支援課☎�１１２９
（家庭児童相談室）

教 育
（不登校等）毎週月〜金曜日（休日を除く)　午前９時30分〜午後３時 ふれあい教室

（旧勤労会館２階）

教育支援センター
☎�４２８７

教 育
（いじめ等）

毎週水曜日（休日を除く）電話相談：午後１時30分〜５時
※面談による相談は、電話相談の時間内に事前予約受付

子どもの心の相談員
☎�７３３７

心 配 ご と

毎週月曜日（休日を除く） 
午後１時〜４時（最終受付は３時30分）
※相談時間中のご連絡は、☎�８９７６へ

はにぽんプラザ２階
　　　　　　　相談室

本庄市社会福祉協議会
☎�２７５５

毎週月曜日（休日を除く） 
午後１時〜４時（最終受付は３時30分）

アスピアこだま１階
　　　　　　　会議室

本庄市社会福祉協議会児玉支所
☎�１２３７

結　　 婚 ４月５日㈬・19日㈬
午後１時〜４時（最終受付は３時30分)

※相談時間中の
ご連絡は、
☎�８９７６へ

はにぽんプラザ２階
　　　　　　　相談室

本庄市社会福祉協議会
☎�２７５５介護の悩み ４月14日㈮・28日㈮

午後１時〜４時（最終受付は３時30分)

成 年 後 見 ４月11日㈫・25日㈫・５月９日㈫
午後１時〜４時（最終受付は３時30分)

※各種相談は予約制
※５月の相談予約は、４月20日㈭から受付開始       
   （先着順。受付開始日は電話予約のみ）
※同じ相談に同時に複数の申し込みはできません
　各種相談日
●法律相談　　　　　　　　　　　●行政相談             毎月第３木曜日
・弁 護 士　毎月第１・２水曜日　●不動産相談         毎月第２金曜日
・司法書士　 〃  第３・４水曜日　●年金・労働相談 偶数月第２木曜日
 （労働法律相談のある月は第４水曜日のみ）  ●税務相談　          毎月第２火曜日
●労働法律相談（弁護士）５・８・11・２月の第３水曜日

薄暮時・夜間に高齢歩行者の死亡事故が多発しています！

※（一社）日本反射材普及協会調べ

※本庄市は２月末時点、人口１千人あたりの人身事故発生件数は1.04件で県内ワースト１位。
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　家庭で不要になった粗大ごみや家電製品を無料回収する、という内容のチ
ラシやトラックで宣伝しているのを見かけたことがありませんか。このよう
な回収業者の中には、「無料」と言いつつ高額な処理料金を請求したり、回
収したものを適正に処理せず不法投棄したりというような業者もいます。
　不法投棄されているごみが自分の所有物だったと判明した場合は、業者に
任せたとしても、持ち主が責任を問われることがあります。
　粗大ごみ等を処分する際は、市のリクエスト収集を利用したり、市の許可
を受けた「一般廃棄物収集運搬業者」へ依頼するなど適正に処分するようお
願いします。

｢ご家庭でご不用の家具や家電
製品を無料回収します。お気
軽にお声がけください」とス
ピーカーから聞こえてくる声
に「無料で引き取ってくれる
のなら」と…。実際は無料で
ないことも。

｢一般廃棄物処理業（収集運搬業)」

無許可の
回収業者にご注意を！EC

ガイド

回 収 場 所 日　　程 時　　間 問合せ先
市役所 ４月16日㈰ 午前９時〜11時、午後１時〜３時  ハートtoハート

(佐久間さんち)
☎�９３００アスピアこだま ５月７日㈰ 午前９時〜11時

本庄南公民館 ４月８日㈯ 午前９時〜11時 佐久間さんち
☎�９３００

就労継続支援Ｂ型事業所「佐久間さんち｣
(本庄高校北側） ４月21日㈮ 随時受付 ポノポノ

☎�２１９５

 集団資源回収予定表　＜回収品目は古紙類・缶類です＞

※天候等の理由で変更になる場合もありますので、各団体にご確認ください。 ★環境推進課☎�１１７２

★本庄市保健センター☎�２００３

４月９日㈰ 五十嵐整形外科医院 若 泉 １ 丁 目 ☎�２３１３
４月16日㈰ 彩の丘クリニック 上里町神保原町 ☎�７１６６
４月23日㈰ 鈴 木 外 科 病 院 児玉町八幡山 ☎�１２３５
５月14日㈰ あたご山クリニック 中 央 １ 丁 目 ☎�８７３３
５月21日㈰ 黒岩整形外科医院 上里町七本木 ☎�０５５１
５月28日㈰ 小林クリニック 朝日町２丁目 ☎�３３７１

ドライバーが気付く！
ドライバーの目にとまる！

「反射材」
「明るい色
　  の服装」
を身に付けましょう

●本庄市児玉郡医師会立本庄市休日急患診療所（日曜・休日開設）

（本庄市保健センター内☎㉓３３２２）

診療時間　午前９時～正午、午後１時～４時、

　　　　　午後７時～ 10 時

診療科目　内科系疾患

※健康保険証を持参してください。診療に関すること以外のお問い合わせ・
電話相談はご遠慮ください。右記の電話相談をご利用ください。
●在宅当番医療機関

診療は午前中のみです。当番医は変更になる場合もありま

すので、確認してからお出かけください。

※５月14日㈰、あたご山クリニックの耳鼻咽喉科診療は県事業に
　より、午後５時まで実施します。

休日・夜間の急病のときは…

●困ったときは電話相談を！（相談料無料）

ほんじょう健康相談ダイヤル２４（24 時間相談可）
　☎０１２０－１２２－８８５（通話料無料）

　相談員　　看護師・保健師・医師など

　対　象　　市在住者

　内　容　　健康・医療・出産・育児・介護などに関する

　　　　　　相談、医療機関情報

「＃ 8000」小児救急電話相談（通話料利用者負担）
(IP 電話、ひかり電話、ダイヤル回線からは☎ 048-833-7911)

受付時間　月曜日～土曜日　午後７時～翌日午前７時

　　　　　日曜日・休日等　午前７時～翌日午前７時

「＃ 7000」大人救急電話相談（通話料利用者負担）
(IP 電話、PHS、ダイヤル回線からは☎ 048-824-4199)

受付時間　月曜日～土曜日　午後６時 30 分～ 10 時 30 分

　　　　　日曜日・休日等　午前９時～午後 10 時 30 分

★ 119 番は緊急時（火災やけが人など）の受付専門電話番号です。夜間など、時間外に診療可能な病院については、児玉郡市広域消
防本部指令課（☎㉔１１１９）でご案内していますのでご利用ください。ただし、診療科目によっては県外や児玉郡市以外の病院を
ご案内する場合もあります。

小児夜間初期救急診療（本庄総合病院内）は、３月 28 日㈫をもって終了しました。   ■お知らせ
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見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

マチを
好きになる
アプリ

広報アンケート　　読んで答えてプレゼントＧＥＴ！
今月のプレゼント

　素朴で、体にやさし
いパンを作って35年目
になりました｡『クッ
クロール』をはじめ、
いろいろな種類のパン
を取り揃えております。

▼店舗情報
フレッシュベーカリー
クック
本庄市緑３－１－23
☎�６４５１
７:00～18:00
木曜定休

クックの手作りパン
500円分　10人

店内でお好きなパンをお選びください

達成度や体調を見ながら練習
メニューを組むことも

樋口教諭と出会って記録は飛躍的に伸びた。なに
げない会話から互いを信頼していることが伝わる

校舎に掲げられた横断幕が小久保さん
の強さを語る

　回答いただいた人に抽選でプレゼントを差し上げる広報アンケー
トを行っています。あなたの声を広報にいかしませんか。

■応募方法

�　アンケートの答え・住所・氏名・年齢を記入の
うえ、４月25日㈫までにはがき又は電子メールで
下記へ　※各月１人１通まで

★ プレゼントを提供していただける商店・企業等を募集しています。
　詳しくは、市ホームページ又は秘書広報課☎�１１５５へ

■アンケート

①４月号で１番良かったページは？

②どんな記事を読みたい(充実してほしい)？

③広報紙の改善してほしい点は？

■応 募 先

�　〒367-8501
　本庄市役所秘書広報課「広報アンケート」係
　　 kouhou@city.honjo.lg.jp 
　※件名に「広報アンケート」と明記
※当選者の発表は、プレゼント引換券の発送を
もって代えさせていただきます。

応募フォーム

スマホ用

こちらからも簡
単にアンケート
にお答えいただ
けます。

携帯用

　「苦手なトレーニングを、ちゃんと話を聞いてやること
です」練習の時に心がけていることはという質問に、そう
即答した小久保さん。その言葉から、速くなりたいという
強い思いが伝わります。
　小久保寛太さんは知的に障害があり、現在、本庄特別支
援学校高等部の３年生。岡部中学校で陸上部に入部し、本
格的に陸上競技を始めます。本庄特別支援学校高等部に進
んだ後も短距離走の練習を積み、昨年10月に岩手県で開催
された「全国障害者スポーツ大会2016希望郷いわて大会」
では200mで大会新記録を出し２連覇を達成。400m、4×
100mリレーでも優勝という快挙を成し遂げました。今年
７月に岐阜県で開催の「日本ID陸上競技選手権」に向け
日々トレーニングに励みます。

夢は「東京パラリン
ピック出場」

　現在17歳の小久保さ
んは、社会人も含めた
大会で200m全国４位
の実力。

　小久保さんの夢は、2020年に開催される「東京パラリン
ピックに出場すること」。記録が伸び、一歩一歩夢の実現
に近づいています。しかし、パラリンピックには小久保さ
んが得意とする200m競技はなく、400mでの挑戦となるこ
とから、400mの距離感の体得など新たな課題も。また、
小久保さんは初めての場所や経験したことがないものが大
の苦手。2015年の日本ID陸上競技ユース選手権では「緊
張からタイムが伸びず、優勝はしたものの納得のいく内容
ではなかった」と振り返り、メンタルの強化も必須として

グを心がけています」と話します。2020年東京パラリン
ピック出場をめざし、一つひとつ課題を克服していく小久
保さん。明るくひとなつっこい笑顔が、夢を語る時には真
剣になります。そこには、より速く走ることへの熱い思い
が溢れています。

います。｢タイ
ムが悪い時は、
調 子 の 良 か っ
た試合の映像を
見直し、次は失
敗をしないよう
にしている」と
小久保さん。樋
口教諭も「苦手
意識をなくすよ
うなトレーニン

決して手を抜かない
　｢とにかく走ることが好きな
んです。この練習メニューはき
ついかなというものでも、『は
い、やります』と答える。決し
て手を抜かない。前向きに練習
に取り組む。全部が一生懸命で
す」指導にあたる樋口進太郎教
諭は小久保さんの練習への姿勢
をこう語ります。学校に陸上部はなく、樋口教諭と始業前
や授業の合間を縫って練習を積むほか、休みの日もトレー
ニングを欠かさず、深谷商業高校陸上部の練習にも参加。
「練習できる環境を開拓し、そこでひたむきにトレーニン
グに励むことが、順調に実を結び始めている」と樋口教諭
は続けます。

埼玉県立本庄特別支援学校高等部３年

小久保　寛太さん

さらなる輝きを
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